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第 1 章

リ リースの概要

Windows のク ラスタ  (複数ノ ード ) 環境に Sterling Integrator 4.3 をインスト ールする場合は、

『Sterling Integrator 4.3 Windows ク ラスタ  インスト ール ガイド 』 を使用してく ださい。

このマニュアルでは、 次を含むインスト ール作業を中心に説明します。

✦ データベースのセッ ト  アッ プ

✦ Sterling Integrator ソ フト ウェアのインスト ール

✦ MESA Developer Studio のインスト ールおよび設定

✦ プロパティ  ファ イルの設定

✦ インスト ール ユーティ リ ティ および開発ユーティ リ ティ の設定

✦ 英語以外の環境でのアプリ ケーショ ンの設定

アッ プグレード については、『Sterling Integrator 4.3 Windows ク ラスタ  アッ プグレード  ガイド 』

を使用してく ださ い。



第 2 章

データベースのセ ッ ト  ア ッ プ (Windows)

データベース サーバーの作成と設定 (Windows)
データベースをインス トールして作成し、 Sterling Integrator の各インスタンスに専用のスキーマ

とデータベース用のログインを設定する必要があ り ます。

注意 : Sterling Integrator を再インス トールする場合、 既存のデータベースにあるデータは削

除されます。 既存の情報を保持するには、 既存のデータベースをバッ クアップする
か、 別の名前を付けて保存します。

注意 : データベースを作成および設定後、 データベースを リサイ クルし、 Sterling Integrator 
を停止および再起動して、 変更を適用します。

Windows 環境では、 Sterling Integrator は次のデータベースをサポート します。

✦ MySQL™
✦ MS SQL 2000
✦ MS SQL 2005

✦ Oracle® 9i または 10g
✦ DB2

サポート されるバージ ョ ンについては、 「システム要件」 を参照してください。

データベース サイジング

データベース  サイジングは、 データベースの拡大を予測し、 ディ スク要件の計画を立てる上で

の参考となるこ とを目的と しています。

容量計画

Sterling Integrator に必要となるディ スク容量を見積もる際に、 考慮が必要な要因にはさまざまな

ものがあ り ます。 このため、 すべての拡大要因を考慮に入れるこ とは実用的ではあ り ません。
詳細な予測に必要となる情報の多くは、 ユーザーの知る と ころではない場合があるためです。
近年、 ディ スクの大幅な低価格化が進む一方で、 ディ スクの容量および処理速度は向上してい
Sterling Commerce, Inc. 8
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ます。 情報システム マネージャがディ スク容量を発注する方法も、 特定のデータベース  サー

バーおよびプロジェク ト専用のディ スク  アレイを購入する という形態から、 SANS という概念

へと変化しました。

Sterling Integrator には、 初期ディ スク要件を見積もるための手順が用意されています。 購入の最

終決定を下す際に、 データ要件の見積に対して適切であるかを考慮し、 必要に応じて調整して
ください。 初期の購入および稼動を終えたら、 将来的な購入を予測するためにディ スク容量の
拡大状況を監視する必要があ り ます。

デ ィ スク要件の監視と将来の見積も り

実際のデータベース  ス ト レージの使用状況とデータベース  レコードの数を定期的に監視する必

要があ り ます。 これらの 2 つの尺度の相関関係を確認するこ とで、 将来のディ スク要件を計画

できるよ うにな り ます。 さ らに、 各注文ラインまたは出荷ラインに使用される平均的な容量を
把握できれば、 将来的な拡大要件を正確に予測できます。

MySQL データベース サーバーの使用

Sterling Integrator とバンドルされている  MySQL データベース  サーバーを使用できます。 インス

トール中に MySQL を選択 する と、 データベースが自動的に作成され、 設定されます。 MySQL 
は Sterling Integrator と同じローカルのサーバー上にインス トールしてください。 他のサーバー

にはインス トールできません。

Microsoft SQL Server 2000/2005 のイ ンス ト ール

Sterling Integrator の情報を維持するために、 Microsoft SQL Server 2000/2005 データベースを使用

できます。 Microsoft SQL Server データベースを Sterling Integrator と と もに使用する場合は、 シ

ステム要件でサポート されるバージ ョ ンを確認してください。

SQL Server がインス トールされていない場合は、 使用している  SQL Server のインス トール マ
ニュアルのインス トール手順に従ってください。 スキーマ リ ポジ ト リ、 ログイン、 およびテー

ブルスペースの作成などの、 データベースを作成する詳細な手順については、 SQL Server のマ

ニュアルを参照してください。 適切なバージ ョ ンのデータベース とパッチをインス トールして
ください。

メモ : SQL Server のネッ ト ワーク  ユーティ リ ティで名前付きパイプと  TCP/IP プロ ト コルが有効

になっているこ とを確認します。

メモ : SQL Server 2005 の場合、 データベースに大文字と小文字を区別した列名は使用しないで

ください。 大文字と小文字を区別した名前を使う と  SQL Server 2005 システム管理コン

ソールが読み込まれなくな り ます。
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SQL Server のデータベース パラ メ ータの設定

データベースを作成する と き、 必ずすべての文字をサポートする照合プロパティを選択してく
ださい。

Sterling Integrator で SQL Server 2000 を使用するには、 SQL Server データベースで次のパラ メー

タを設定する必要があ り ます。

SQL Server データベース ユーザー権限

SQL Server において、 Sterling Integrator ユーザーに DBO (データベース所有者) のアクセス権を

割り当てる必要があ り ます。 SQL Server データベースにオブジェク ト を作成するには、

DB_DDLADMIN ロールが必要です。

本番環境のための SQL Server データベースの設定

本番環境で Sterling Integrator と と もに稼動するよ うに SQL Server データベースを設定する必要

があ り ます。 本番環境に合わせて SQL Server データベースを設定するには、 次の作業を行う必

要があ り ます。

✦ 必要なディ スク容量を見積もってデータベースのサイジングを行います。

✦ データベース  スク リプ ト を実行して、 SQL Server データベース用のテーブル、 インデッ ク
スなどを作成します。

✦ データベース接続プロパティを設定します。

SQL Server データベースのスク リプ ト を実行するには、 次の操作を行います。

1. 使用しているコンピュータに SQL Server ク ラ イアン トがインス トールされているこ とを確

認します。

2. CustomDBView スク リプ ト を実行します。

3. ログ ファイルでエラーを確認します。

パラ メ ータ 値

照合設定 SQL_latin1_generalCP850_bin

並べ替え バイナ リ

セキュ リ テ ィ 認証 SQL Server および Windows

破損ページ検出 Off
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SQL Server の JDBC ド ラ イバのイ ンス ト ール

Sterling Integrator には正しい Microsoft SQL Server ド ラ イバを使う必要があ り ます。 サポート さ

れるバージ ョ ンについては、 「システム要件」 を参照してください。 サポート されるバージ ョ ン
の JDBC ド ラ イバを使用する と、 正しい Sterling Integrator ディ レク ト リ構造が構築されます。

Microsoft の Web サイ トから ド ライバ、 必要なパッチ、 および次の .jar ファ イルをダウンロード

します。 .jar ファ イルはすべて同じディ レク ト リに保存してください。

✦ msbase.jar
✦ mssqlserver.jar

✦ msutil.jar ファ イル

JDBC ド ラ イバ ファ イルと  .jar ファ イルのダウンロード後、システムに保存した JDBC ド ラ イバ 
ファ イルと  .jar ファ イルへの絶対パスを書き留めてください。 Sterling Integrator のインス トール

時に、 この絶対パスを入力する必要があ り ます。 インス トール時にこれらのファ イルを選択す
る場合、 次のいずれかの方法を使用できます。

メモ : 2 番目の方法 (結合された  jar ファ イルを選択する ) では紛らわしい警告メ ッ セージが生成

されるため、 1 番目の方法 (3 つすべてのファイルを選択する ) を使う こ と をお勧めします。

✦ 参照ウ ィンド ウで、 Ctrl キーを押しながら各ファ イル名をク リ ッ ク して 3 つすべてのファ
イルを選択します。

✦ 参照ウ ィンド ウで、 次の方法で作成する結合された jar ファ イルを選択します。

a. 作業ディ レク ト リ を新たに作成し、 別々の jar ファ イルをこのディ レク ト リにコピーし

ます。

b. 個々の jar ファ イルに対してこのコマンドを実行します。

jar -xvf jar_file_name

c. すべての jar ファ イルを展開した後、 作業ディ レク ト リにできる  META-INF ディ レク ト

リ を削除します。

d. 次のコマンドを実行して新しい jar ファイルを作成します。

jar -cvf. combinedJarName.jar *

Oracle のイ ンス ト ール

Sterling Integrator の情報を維持するために、 Oracle データベースを使用できます。 この後のセク

シ ョ ンでは、 本番用に Oracle データベースをインス トールおよび設定するために必要な手順を

説明します。

1 バイト または 2 バイト 文字を使用して  Oracle をインスト ールするには、 次の手順を実行します。

1. Oracle がインス トールされていない場合は、 使用している  Oracle のインス トール マニュア

ルのインス トール手順に従ってください。

2. インスタンス作成手順を実行します。 対象の言語に適切な文字セッ ト を使用します。

CHARACTER SET "UTF8"
Sterling Commerce, Inc. 11
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3. Oracle の INIT<INSTANCE_NAME>.ORA ファイルを次のよ うに設定します。

open_cursors= <set to appropriate value>

たとえば WebLogic での最小値は、 (すべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーを合わせた) スレッ

ド数 + (接続プール サイズ × 準備されたステート メン トのプール サイズ) とな り ます。

cursor_sharing=similar

compatible=<10.2.0.1>

timed_statistics=true

db_block_size=8192

optimizer_mode=CHOOSE

マルチバイ トの文字セッ ト を使用している場合は、 次のよ うに設定して Oracle を再起動し

ます。

nls_length_semantics=CHAR

または、 次のコマンドを実行する方法もあ り ます。

alter session set nls_length_semantics = CHAR

これはテーブル作成スク リプ ト を実行する前に行います。

この属性を設定するこ とによ り、 1 つのデータ  タイプに保存できるバイ ト数によって

フ ィールド  サイズが影響を受けないよ うにな り ます。 たとえば、 Varchar(40) に保存できる

日本語の文字数は、 UTF-8 文字セッ トでの 40/3 バイ トではなく、 40 文字になり ます。

メモ: nls_length_semantics = CHAR に設定してマルチバイ ト文字セッ ト を  CHAR に変更す

る と、 Oracle は n 文字に等しい、 n バイ ト よ り も大きい領域を確保します。 したがって、

dbverify.cmd コマンドを実行する と、 Yantra_TableDrops.sql ファ イルに出力されるテーブ

ル列のエン ト リ数は減少します。

4. Oracle の Web サイ トから  Oracle JDBC ド ラ イバ ojdbc14.jar をダウンロード し、 インス トール

中に参照できるよ うに明確な場所にコピーしておきます。

Oracle JDBC ド ラ イバは Oracle の Web サイ トから入手できます。

Oracle データベース ユーザー権限

特定の操作について特に明記されていない限り、 Sterling Integrator ユーザーはデータベース管理

者 (DBA) 権限を必要と しません。

Oracle データベースの作成および変更作業に携わる  Sterling Integrator の管理者ユーザーに付与さ

れる基本的な権限の一部を次に示します。

✦ ALTER SESSION
✦ CREATE PROCEDURE
✦ CREATE SEQUENCE
✦ CREATE SESSION
✦ CREATE SYNONYM
✦ CREATE TABLE
Sterling Commerce, Inc. 12

http://www.oracle.com/technology/software/tech/java/sqlj_jdbc/index.html
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✦ CREATE VIEW
✦ EXECUTE ANY PROCEDURE
✦ INSERT ANY TABLE
✦ UPDATE ANY TABLE
✦ SELECT ANY TABLE

実行できる操作がアプリ ケーシ ョ ンの実行のみに制限されるアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザーに付与

される基本的な権限の一部を次に示します。

✦ ALTER SESSION
✦ EXECUTE ANY PROCEDURE
✦ INSERT ANY TABLE
✦ UPDATE ANY TABLE
✦ SELECT ANY TABLE

本番のための Oracle データベースの設定

本番環境で Sterling Integrator と と もに稼動するよ うに Oracle データベースを設定する必要があ

り ます。 本番環境に合わせて Oracle データベースを設定するには、 次の作業を行う必要があ り

ます。

✦ 必要なディ スク容量を見積もってデータベースのサイジングを行います。

✦ Sterling Warehouse Management System と統合するためのビューおよび db_link またはシノニ
ムを作成します。

✦ データベース接続プロパティを設定します。

マルチバイ ト文字に対応した Oracle データベースを作成するには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator DDL を変更しないでください。

2. 対象の言語に適切なデータ  エンコーディング形式を選択します。

3. 対象の言語に合った文字セッ ト を選択します。

ローカルで管理されるテーブルスペースまたはその他のユーティ リ ティ を使用して、 データ
ベースのサイジングを行う場合、 スク リプ ト を設定するには次の手順に従います。

1. Sterling Integrator テーブルおよびインデッ クスが入るテーブルスペースを作成します。

2. yfs_tables.sql ファ イルを変更して新し く作成したテーブルスペースが参照されるよ うに

します。

Sterling Integrator スク リ プト の DDL によってインデッ ク スの標準セッ ト が作成されます。 事業内

容に応じて追加のインデッ ク スを作成したり 、 既存のインデッ ク スを変更する必要があり ます。

スク リプ ト を実行するには、 次の手順に従います。

1. Oracle Server Manager に sysdba と してログインします。

2. 指定のスキーマ所有者となるユーザーを作成します。
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3. 新規作成したユーザーに 「インス トール チェッ ク リ ス ト 」 に リ ス ト されている権限を付与

します。

4. Oracle Server Manager をログアウ ト し、 新規作成したユーザーと して再びログインします。

5. データベースを確認します。

6. Sterling Integrator データベースのファ ク ト リ  デフォルト を読み込みます。

7. Application Performance Management Guide の情報を使って、 並列処理の程度を確認します。

Oracle データベース サーバーの使用

Oracle 9i または 10g データベースを Sterling Integrator と と もに使用できます。 サポート される

バージ ョ ンについては、 「システム要件」 を参照してください。

Oracle 9i または 10g データベースを使用するには、 次の手順に従います。

✦ データベースを作成します。 スキーマ リ ポジ ト リ、 ログイン、 およびテーブルスペースの
作成などの、 データベースを作成する詳細な手順については、 Oracle のマニュアルを参照し
てください。 適切なバージ ョ ンのデータベース とパッチをインス トールして ください。

✦ データベースを設定するには、 次の処理を行います。

14 ページの 「Oracle のデータベース  パラ メータの設定」

15 ページの 「Oracle での変更のロールバッ クまたは取り消し」

15 ページの 「Oracle のアクセス権の割り当て」

Oracle のデータベース パラ メ ータの設定

Sterling Integrator で Oracle を使用するには、 Oracle データベースで次のパラ メータを設定する必

要があ り ます。

パラ メ ータ 値

Number of open cursors 2000 よ り大か等しい

Database block buffers 19200 よ り大か等しい

Shared pool size 90000000 よ り大か等しい

Large pool size 614400 よ り大か等しい

Java pool size 20971520 よ り大か等しい

Number of processes 500 よ り大か等しい

Log buffer 163840 よ り大か等しい

Database block size 8192 よ り大か等しい

Sort area size 65536 よ り大か等しい
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データベース サーバーの作成と設定 (Windows)
Oracle での変更のロールバッ クまたは取り消し

Oracle では、 次のいずれかの方法で変更をロールバッ クまたは取り消すこ とができます。

✦ (Oracle 9i よ り前のバージ ョ ン) Sterling Integrator では、 同時にアクセスするユーザー 4 人ご
とにロールバッ ク  セグメン ト を設定するこ とをお勧めします。 各ロールバッ ク  セグメン ト
は、 25 MB に拡張可能であるこ とが必要です。 初期セグメン ト と増分セグメン トの値は、
256KB (OPTIMAL は 5 MB) から  10 MB (OPTIMAL は 20MB) の間で変化させるこ とができま
す。 値の範囲は、 使用する  Sterling Integrator データベースのサイズ、 および保存されている
ビジネス  ルールの数によって異な り ます。

✦ (Oracle 9i 以降のバージ ョ ン) これらのバージ ョ ンは AUTO UNDO 管理をサポート します。
このオプシ ョ ンを使用するこ とをお勧めします。 これによ り、 UNDO セグメン ト を手動で
モニタ リ ングする必要がなくな り ます。

サーバーを  Oracle 8i からアップグレードする場合、 init<SID>.ora で 
UNDO_MANAGEMENT=AUTO パラ メータを設定します。 UNDO_RETENTION 設定はデー

タベース管理者が判断する必要があ り ます。 UNDOTBS1 テーブルスペースを持つファイル 
システムに、 AUTOGROW に十分な容量があるこ とを確認してください。

Oracle のアクセス権の割り当て

次のアクセス権を  Sterling Integrator ユーザーに付与します。

GRANT "CONNECT" TO <USER>
GRANT SELECT_CATALOG_ROLE TO <USER>
ALTER USER <USER>DEFAULT ROLE "CONNECT",

SELECT_CATALOG_ROLE
GRANT CREATE PROCEDURE TO <USER>
GRANT CREATE TRIGGER TO <USER>
GRANT CREATE TYPE TO <USER>
GRANT EXECUTE ANY PROCEDURE TO <USER>
GRANT EXECUTE ANY TYPE TO <USER>
GRANT SELECT ANY TABLE TO <USER>
GRANT SELECT ANY DICTIONARY TO <USER>

メモ : Oracle 9i または Oracle 10g で Oracle AQ を使用する場合は、AQ_ADMINISTRATOR_ROLE 
アクセス権を付与します。

Sort area retained size 65536 よ り大か等しい

Max extents 制限な し

Character set utf8

使用する Oracle のバージ ョ ン と、 バージ ョ ンが 32 ビ ッ ト か 
64 ビ ッ ト かによ って、 UTF8 文字セ ッ ト を選択し ます。

Sterling Integrator で既存の Oracle データベースを使用する場合

は、 データベースが UTF8 文字セ ッ ト に設定されている こ とが必

要です。 データベースが UTF8 文字セ ッ ト に設定されていない場

合は、 データベースを再イ ンス ト ールし て、 UTF8 文字セ ッ ト を

選択する必要があ り ます。

パラ メ ータ 値
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データベース サーバーの作成と設定 (Windows)
Oracle の JDBC ド ラ イバのイ ンス ト ール

Sterling Integrator には適切な JDBC ド ラ イバが必要です。 サポート されるバージ ョ ンについて

は、 「システム要件」 を参照してください。

サポート されるバージ ョ ンの JDBC ド ラ イバを使用する と、正しい Sterling Integrator ディ レク ト

リ構造が構築されます。

正しい JDBC ド ラ イバ ファ イルのダウンロード後、 システムに保存した JDBC ド ラ イバ ファ イ

ルへの絶対パスを書き留めてください。 Sterling Integrator のインス トール時に、 この絶対パスを

入力する必要があ り ます。

DB2 のイ ンス ト ール

Sterling Integrator の情報を維持するために、 DB2 データベースを使用できます。 この後のセク

シ ョ ンでは、 本番用に DB2 データベースをインス トールおよび設定するために必要な手順を説

明します。

DB2 をインス トールするには、 次の手順に従います。

1. DB2 がインス トールされていない場合は、 使用している  DB2 のインス トール マニュアルの

インス トール手順に従ってください。

メモ: DB2 データベースを作成する と き、 国際言語文字 (UTF-8 など) に対して適切なコード

ページを選択する必要があ り ます。

2. インス トール中に参照できるよ うに明確な場所に jar ファ イルをコピーします。 インス トー

ラ用に、 2 つの jar ファ イルを  1 つにファイルにま とめて再パッケージする必要があ り ます。

ファ イルをフォルダに解凍してから、 1 つの jar ファイルに圧縮し直します。

メモ: ファ ク ト リ  デフォルト を読み込むためのスク リプ ト など、 Sterling Integrator のさまざ

まなスク リプ トでは、 DB_Driver が指定されます。 指定された DB_Driver には、 これらの 
jar ファ イルの両方が含まれている必要があ り ます。

3. メモ リ  リークおよび DB2 ク ラ ッシュを防ぐために、 次のパラ メータを設定する必要があ り

ます。

db2set DB2_NUM_CKPW_DAEMONS=0

DB2 データベース ユーザー権限

DB2 データベースで管理操作を実行するには、 DBADM ロールが必要です。
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データベース サーバーの作成と設定 (Windows)
本番のための DB2 データベースの設定

本番環境で Sterling Integrator と と もに稼動するよ うに DB2 データベースを設定する必要があ り

ます。 本番環境用に DB2 データベースを設定するには、 必要なディ スク容量を見積もってデー

タベースのサイジングを行う必要があ り ます。

メモ : インスト ール スク リ プト によってテーブルおよびインデッ ク スが作成されます。 テーブル

の中にはページ  サイズに 16K を必要と するものもあり ます。 このよう なテーブルにも対

応できるだけの十分なテーブルスペースが必要です。 DB2 では、 内部ロジッ クによって空

いているテーブルスペースに自動的にテーブルおよびインデッ クスが挿入されます。 イン
スト ールが完了した後、 テーブルを別のテーブルスペースに移動するこ と ができます。

DB2 データベース サーバーの使用

DB2 データベースを Sterling Integrator と と もに使用できます。 サポート されるバージ ョ ンにつ

いては、 「システム要件」 を参照してください。 DB2 サーバーを使用するには、 次の手順に従

います。

✦ データベースを作成します。 スキーマ リ ポジ ト リ、 ログイン、 およびテーブルスペースの
作成などの、 データベースを作成する詳細な手順については、 DB2 のマニュアルを参照し
てください。 適切なバージ ョ ンのデータベース とパッチをインス トールして ください。
Fixpack をインス トールする前に、 必ずク ライアン ト  コンポーネン ト と コンパイラをインス
トールします。

✦ データベースを設定するには、 次の処理を行います。

ク ライアン ト  コンポーネン ト、 コンパイラ、 Fixpack のインス トール

DB2 のパラ メータの設定

DB2 のアクセス権の割り当て

DB2 の JDBC ド ラ イバのインス トール

ク ラ イアン ト  コ ンポーネン ト 、 コ ンパイ ラ、 Fixpack のイ ンス ト ール

Sterling Integrator では、 DB2 のス ト アド  プロシージャが使用されます。 次のコンポーネン ト を

インス トールまたは設定する必要があ り ます。

1. 管理クライアン ト をインス トールします。

2. Sterling Integrator 開発クライアン ト をインス トールします。

3. ク ライアン ト  コンポーネン ト と コンパイラをインス トールした後に、 必要な Fixpack をイン

ス トールします。 この順番でインス トールしないと、 ク ライアン トによって Fixpack のバイ

ナリが上書きされます。

4. db2set コマンドを使用してコンパイラのパスを設定します。

手順の詳細については、 IBM のマニュアルを参照してください。
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データベース サーバーの作成と設定 (Windows)
DB2 のパラ メ ータの設定

DB2 データベースには、 次のパラ メータ設定が必要です。

DB2 のアクセス権の割り当て

DBADM アクセス権をユーザーに付与します。

DB2 の JDBC ド ラ イバのイ ンス ト ール

DB2 を使用する場合、 適切な DB2 JDBC Type 4 ド ラ イバとすべての関連パッチをインス トール

して ください。 サポート されるバージ ョ ンについては、 「システム要件」 を参照してください。

これらのファ イルは、 IBM の Web サイ トからダウンロードできます。 JDBC ド ラ イバのダウン

ロード後、 システムに保存した JDBC ド ラ イバ ファ イルへの絶対パスを書き留めてください。

インス トール時に、 この絶対パスを入力する必要があ り ます。

データベース  ベンダーによって提供された JDBC ド ラ イバが複数のファイルに分散されている

場合は、 JDBC ド ラ イバを構成するすべてのファイルを、 1 つの .jar ファ イルにまとめる必要が

あ り ます。 .jar ファ イルを作成するには、 次の手順 に従います。

1. ベンダーから提供されたすべての JDBC ド ラ イバのデータベース  jar ファ イルを特定します。

2. 一時的な作業ディ レク ト リ を作成します (mkdir wd、 cd wd の順に実行)。

3. jar ユーティ リ ティ を使用して、 JDBC ド ラ イバに使用されている各ファイルの内容を一時

作業ディ レク ト リに抽出します (各 jar ファ イルに対して jar xvf <jdbc.jar> を実行します)。

4. jar ユーティ リ ティ を使用して、 一時作業ディ レク ト リ内のファイルを  1 つのファイルにま

とめます (jar cvf(6|new.jar)*)。

5. 作成した .jar ファ イルへのパスを、 インス トール前のチェッ ク リ ス トに記録します。

Type 4 ド ラ イバを使用する場合、 データベース  サーバーで個別の Java リ スナーを実行する必要

はあ り ません。 DB2 ポートに直接接続できます。

パラ メ ータ 値

APPLHEAPSZ 10000 よ り大か等しい

APP_CTL_HEAP_SZ 512 よ り大か等しい

MAXAPPLS 150 よ り大か等しい

LOCKLIST 30000 よ り大か等しい

MAXLOCKS 100

Database code page UTF-8
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データベース パスワー ドの暗号化 (Windows)
データベース パスワー ドの暗号化 (Windows)
Sterling Integrator ではパスワードを使用してデータベースに接続します。 現在のと ころ、 このパ

スワードはシステムのプロパティ  ファ イルにク リ ア テキス ト と して保存されています。 セキュ

リティ  ポ リシーによ りパスワードの暗号化が必要な場合には、 Sterling Integrator をインス トー

ルした後でパスワードを暗号化するこ とができます。 パスワードの暗号化はオプシ ョ ンです。

Windows 環境で使用するデータベースのパスワードを暗号化するには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator を停止します。

2. /install_dir/bin/ に移動します。

3. enccfgs.cmd を実行します。

4. setupfiles.cmd を実行します。

5. deployer.cmd を実行します。

6. run.cmd を実行して Sterling Integrator を起動します。

7. パスフレーズを入力します。

データベース パスワー ドの復号化 (Windows)
UNIX 環境で使用するデータベースのパスワードを復号化するには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator を停止します。

2. install_dir/bin/decrypt_string.sh encrypted_password を実行します (encrypted_password 
は sandbox.cfg からのものです)。 パスフレーズの入力を求められます。

3. install_dir/properties/sandbox.cfg を編集して、 暗号化されたパスワードを手順 1 で表示された

パスワードに置き換えます。

4. /install_dir/bin/setupfiles.sh を実行します。

5. /install_dir/bin/deployer.sh を実行します。

6. run.sh を実行して、 Sterling Integrator を起動します。

7. パスフレーズを入力します。
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第 3 章

Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール

Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール前に行う セ ッ ト ア ッ
プのチ ェ ッ ク リ ス ト

次のト ピッ クでは、 Sterling Integrator の Windows 環境でのインス トールの計画において、 必要

となるインス トール前の準備について説明します。

✦ 20 ページの 「Windows のインス トール前のチェッ ク リ ス ト 」

✦ 23 ページの 「システム要件のチェッ ク」

✦ 24 ページの 「Java 2 Software Development Kit (JDK) のインス トール」

✦ 24 ページの 「JCE 配布ファイルのダウンロード」

✦ 24 ページの 「ポート番号の確認」

✦ 25 ページの 「ラ イセンス  ファ イルの取得」

✦ 26 ページの 「サイレン ト  インス トール」

Windows のイ ンス ト ール前のチ ェ ッ ク リ ス ト

Windows 環境のインス トール前のチェッ ク リ ス トには、 Sterling Integrator をインス トールする前

に行う必要のある作業がリ ス ト されています。

メモ : アカウン ト名、 アクセス権名、 プロファイル名、 データベース名などの名前は、 次の規
則に従って付けてください。

英数字、 ハイフン (-)、 コロン (:)、 ドル記号 ($)、 アンパサンド  (&)、 アンダースコア (_) 
を使用できます。

空白やアポス ト ロフ ィ  (') は使用できません。
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Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール前に行う セ ッ ト ア ッ プのチ ェ ッ ク リ ス ト
次のチェッ ク リ ス トのコピーを作成して、 Sterling Integrator のインス トールのために収集した情

報を記録するこ とをお勧めします。

ステ ッ プ 説明 メ モ

1 システムが、 このリ リースのソ フ ト ウ ェ ア要件を満
た し ている こ と を確認し ます。 23 ページの 「システ

ム要件のチ ェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

2 Windows 環境に適し た Java の必要なパッ チがイ ン

ス ト ールされている こ と を確認し ます。 詳細につい
ては、 ベンダーの Java Web サイ ト を参照し て く だ

さい。

3 複数の IP ア ド レスを持つシステムでは、 ブ ラウザ 
イ ン ターフ ェ イスを実行するすべてのク ラ イアン ト  
コ ンピ ュータから、 Sterling Integrator で使用する 
IP ア ド レスにアクセスできる こ と を確認し ます。

注意 : IP ア ド レスの確認を行わないと、 Sterling 
Integrator のイ ンス ト ール後、 システムが適切に動作

し ない場合があ り ます。

4 すべてのク ラ イアン ト  コ ンピ ュータ で Microsoft 
Internet Explorer 5.x またはそれ以降を使用し ている

こ と を確認し ます。

5 英語以外の環境を使用する場合、 文字セ ッ ト の設定
が正しいこ と を確認し ます。

6 Java 2 Software Development Kit (JDK) に関する情

報を確認し て、 記録し ます。 24 ページの 「Java 
2 Software Development Kit (JDK) のイ ンス ト ール」

を参照し て く だ さい。

JDK のバージ ョ ン

JDK フ ァ イルと修正パッ チへの絶対パス (パス名

にスペースは使用できません)

7 JCE 配布フ ァ イルを入手し、 zip フ ァ イルへの絶対

パスを記録し ます。 24 ページの 「JCE 配布フ ァ イル

のダウンロー ド」 を参照し て く だ さい。

8 Sterling Integrator が使用するポー ト 割り当ての開始

番号を決定し て記録し ます。 24 ページの 「ポー ト 番

号の確認」 を参照し て く だ さい。
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Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール前に行う セ ッ ト ア ッ プのチ ェ ッ ク リ ス ト
9 SQL Server 2000/2005 データベースまたは Oracle 
データベースを使用し ている場合、 データベース 
サーバーに関する次の情報を記録し ます。 これらの
情報では、 大文字と小文字が区別される こ とに注意
し て く だ さい。

データベース ベンダー

データベースのユーザー名とパスワー ド

データベース (カ タ ログ) 名

データベース ホス ト 名

データベースのホス ト  ポー ト 番号

JDBC ド ラ イバの絶対パス と フ ァ イル名

JDBC ド ラ イバのバージ ョ ン

10 Sterling Integrator からのデフ ォル ト のシステム警告

を設定するための情報を決定し て記録し ます。

システム警告メ ッ セージを受け取る管理者の電子

メ ール ア ド レス 

警告メ ッ セージの送信に使用する SMTP サー

バーの IP ア ド レス

11 Sterling Integrator を イ ンス ト ールするデ ィ レ ク ト リ

を決定し て記録し ます。

イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リはイ ンス ト ール 
プログラムによ って作成されるため、 既存のデ ィ
レ ク ト リは指定できません。

イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ には、 十分な空き

容量がある こ とが必要です。

デ ィ レ ク ト リ名は 30 文字未満でなければなら

ず、 スペースは使用できません。

12 Sterling Integrator システムで使用するパスフ レーズ

を決定し て記録し ます。

イ ンス ト ールの作業中にパスフ レーズを 2 度入力す

る必要があ り ます。

13 ラ イセンス フ ァ イルを入手し、 ラ イセンス フ ァ イル

への絶対パス と フ ァ イル名を記録し ます。 パス名と
フ ァ イル名にはスペースを使用できません。 25 ペー

ジの 「ラ イセンス フ ァ イルの取得」 を参照し て く だ

さい。

メ モ : ク ラス タの場合、 そのク ラス タのすべて
のノ ー ドの IP ア ド レスの有効なラ イセン

スを取得する必要があ り ます。 ラ イセン
ス フ ァ イルには、 複数の IP ア ド レス用の

スペースがあ り ます。

ステ ッ プ 説明 メ モ
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Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール前に行う セ ッ ト ア ッ プのチ ェ ッ ク リ ス ト
システム要件のチ ェ ッ ク

作業を開始する前に、 システムが、 この リ リースのハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件を満
たしているこ とを確認します。 リ ス ト されているハード ウェアの要件は、 Sterling Integrator を実

行するために必要最低限の条件です。 Sterling Integrator を実行するコンピュータ上で他のアプリ

ケーシ ョ ンを実行している場合は、 これ以上のシステム要件が適用されます。 最新情報につい
ては、次のページにある  Sterling Integrator ドキュ メン ト  ライブラ リの 『System Requirements』 を

参照して ください。

http://www.sterlingcommerce.com/Documentation/GIS43/homepage.htm

このインス トールでは、 以下のシステム要件に確実に準拠する必要があ り ます。

✦ オペレーティング システムのバージ ョ ン (要件との完全な一致が必須)

オペレーティング システムの最小パッチ レベルは必須とな り ますが、 それ以上のパッチ レ
ベルを適用するこ と も可能です。

✦ JDK のバージ ョ ン (要件との完全な一致が必須)

✦ ディ スク容量

ディ スク容量は、 このインス トールの最小必須容量です。 各システムにかかる負荷を処理
できるよ うに、 システムごとのサイズを決定する必要があ り ます。

14 Sterling Integrator がアプ リ ケーシ ョ ン サーバー 
(JBoss、 WebLogic または WebSphere) を使用し て

いるかど うかを決定し ます。

Sterling Integrator は、 イ ンス ト ールまたは実行時に

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを必要と し ません。

Sterling Integrator では、 イ ンス ト ール時に Jboss お
よび WebLogic との統合がサポー ト されます。 また

は、 バージ ョ ン 4.3 のイ ンス ト ール後に、 Sterling 
Integrator EJB アダプ タ を使用し て WebSphere、

JBoss、 または WebLogic に統合する こ と もできま

す。 これは、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ン ソールの展開用

の WebLogic サーバーとは異な り ます。

ステ ッ プ 説明 メ モ
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Java 2 Software Development Kit (JDK) のイ ンス ト ール

Java 2 Software Development Kit (JDK)、 および使用しているシステム用の修正パッチをインス

トールする必要があ り ます。 必要な JDK のバージ ョ ンおよびパッチを確認するには、 『System 
Requirements』 を参照してく ださ い。 JDK のインスト ール後、 JDK へのパスを書き留めてく だ

さ い。

注意 : Sun JDK バージ ョ ン 1.5.0-11 のインス トールによって作成される  2 つのレジス ト リ  
キーにはエラーがあ り、 JavaHome キー (Java JDK の場所) に無効な値が記載されてい

ます。 Sterling Integrator のインス トールがレジス ト リ設定を使用して Java JDK の場所

を見つけるこ とができない場合は、 Java JDK ディ レク ト リの場所を入力するよ う求め

られます。 インス トールの完了後、 レジス ト リは正しい JDK の場所で更新されます。

JCE 配布フ ァ イルのダウンロー ド

Java Cryptography Extension (JCE) は、 Sun Microsystems, Inc. が提供する  Java パッケージのセッ ト

です。 JCE には、 暗号化、 鍵生成、 鍵交換、 および Message Authentication Code (MAC) アルゴ リ

ズムのフレームワーク と実装が含まれています。

メモ : Sterling Integrator を米国外でインス トールする場合は、 JCE Unlimited Strength Jurisdiction 
Policy File が入手可能かど うかを確認してください。 Unlimited Strength Jurisdiction Policy 
File は、 米国が高レベルな暗号化技術の輸出を許可している国のみで入手可能です。

このファ イルをダウンロードするには、 次の手順に従います。

1. ブラウザを起動して http://java.sun.com/javase/downloads/index_jdk5.jsp にアクセスします。

2. ページの下部にある  [Java Cryptography Extension (JCE) Unlimited Strength Jurisdiction Policy 
Files 5.0] を見つけて、 [Download] をク リ ッ ク します。

3. zip 形式の JCE 5.0 配布ファイルをシステムにダウンロード します。 zip ファ イルを保存した

ディ レク ト リの正確な場所とファ イル名を書き留めます。

ポー ト 番号の確認

インス トール中に Sterling Integrator のポート割り当ての開始番号を入力するよ う求められます。

その他のポートについては、 インス トール プログラムのデフォルトのポート番号のままにする

か、 異なるポート番号を指定するこ とができます。 ポート番号を指定する場合、 次のガイ ド ラ
インに従います。

✦ Sterling Integrator  では、 1025 から  65535 の間で、 100 の連続するオープン  ポート が必要です。

✦ ポート割り当ての開始番号は、 この範囲の最初のポート番号を表します。

✦ ポート割り当ての開始番号から、 この番号に 100 を足した番号までの範囲のすべてのポー
トは、 Sterling Integrator で使用できるこ とが必要です。 たとえば、 10100 を指定した場合、
10100 から  10199 までのポートが、 システムのほかのアプリ ケーシ ョ ンで使用されていない
こ とを確認する必要があ り ます。
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ポート割り当ての全情報については、 インス トール後に install_dir/properties/sandbox.cfg 
を参照してください。

ブラウザからスターリ ング セキュア プロキシにアクセスするには、 2 つのポート  
(HTTP_SERVER_PORT および LIST_PORT) が必要です。 スターリ ング セキュア プロキシをよ

り高度なセキュ リ ティのネッ ト ワークから設定する場合には、 ファイアウォール内でこの両方
のポートが利用可能でなければなり ません。

ラ イセンス フ ァ イルの取得

スターリ ング コマース との販売契約が成立する と、 スターリ ング コマースは、 ユーザーの企業

の情報、 システム、 および選択したパッケージ (コンポーネン ト  : サービス、 マップ、 アダプタ

など) を含むライセンス  ファ イルを作成します。

ラ イセンス  ファイルには、 使用するオペレーティング システムに合わせたライセンス と、 シス

テムの IP アドレスが含まれています。 このライセンスによ り、 選択した Sterling Integrator パッ

ケージへ 1 年間のアクセスが提供されます。 このライセンスは管理費とは関係あ り ません。 ラ

イセンス と管理費は個別に扱われるため、 ライセンスやライセンス  ファ イルの更新日は、 管理

費のスケジュールとは異なる場合があ り ます。

Sterling Integrator ク ラスタを実行するには、 Sterling Integrator がインス トールされク ラスタ と し

て設定されるすべてのノードの複数の IP アドレスに対して有効な Sterling Integrator ラ イセンス

を取得する必要があ り ます。 ラ イセンス  ファイルには、 複数の IP アドレス用のスペースがあ り

ます。

Sterling Integrator をインス トールする前に、 次の手順に従ってライセンス  ファ イルをダウン

ロードする必要があ り ます。

1. Web ブラウザで http://www.productupdates.stercomm.com を指定します。

2. [Welcome to Sterling Commerce Product Update] ページで、 [Next] をク リ ッ ク します。

3. [Authenticate] ページを読み、 [Next] をク リ ッ ク します。

4. ラ イセンス  ファイルのキーを入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。 このキーでは、 大文字と

小文字が区別されます。 [Retrieve Registration] ダイアログ ボッ クスが表示され、 アップグ

レードする場合には、 以前のライセンス  ファ イル キーを入力して登録情報を取得するこ と

ができます。 アップグレード しない場合には、 [Next] をク リ ッ ク します。

5. 登録情報を確認し、 [Next] をク リ ッ ク します。

6. [Server Details] ページでフ ィールドを更新し、 [Next] をク リ ッ ク します。

オペレーティ ング  システム、 アプリ ケーショ ン  サーバー、 またはデータベース  サーバー

のバージョ ンがリ スト にない場合は、 対応する  [Description of Other] にバージョ ンを入力

します。

ラ イセンス  ファイルに記載されている  IP アドレスは、 Sterling Integrator のインス トール中

に使用する  IP アドレス と同じであるこ とが必要です。 IP アドレスが異なる と、 インス トー

ル後にシステムが適切に動作しない場合があ り ます。
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7. パッケージのリ スト と 、 各パッケージに選択したライセンスのタイプを確認して、 [Next] をク

リ ッ ク します。 選択したパッケージのリ スト 、 または選択したライセンスのタイプが正しく
ない場合は、 スターリ ング  コマースのカスタマ サポート の担当者にお問い合わせく ださい。

8. [Review and Download Package License File] ページの一番下までスクロールして、 [Finish and 
Download] をク リ ッ ク します。

9. [ファ イルのダウンロード ] ダイアログ ボッ クスで [保存] をク リ ッ ク します。

10. ラ イセンス  ファイルのデフォルトの場所をそのまま使用するか、 新しい保存場所を指定し

ます。 ファ イルの絶対パスをインス トール前のチェッ ク リ ス トに記録します。 絶対パスは 
Sterling Integrator をインス トールする際に必要になり ます。

11. [保存] をク リ ッ ク します。

12. Web ブラウザを閉じます。

サイ レン ト  イ ンス ト ール

サイレント  インスト ールの場合は、 対話形式のインスト ールでユーザーが入力しなければなら

ない情報を指定するため、 silent.install ファ イルを作成して変数に値を割り 当てておく 必要

があり ます。 これらの変数は、 サイレント  インスト ールにおいて自動的にアク セスされます。

以下に、 silent.install ファ イル エン ト リの例をいくつか示します。

APSERVER_PASS= (システム パスフ レーズ)

INSTALL_DIR= (イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リへのフル パス)

LICENSE_FILE_PATH= (ラ イセンス フ ァ イルへのフル パス)

PORT1= (開始ポー ト )

JCE_DIST_FILE= (JCE 配布フ ァ イルへのフルパス)

SI_ADMIN_MAIL_ADDR= (管理担当者の E メ ール ア ド レス)

SI_ADMIN_SMTP_HOST=(SMTP メ ール サーバーのホス ト 名)

DB_VENDOR= (どのデータベースを使用するか)

ACCEPT_LICENSE= (このラ イセンス契約に同意するかど うか)

SQL Server の JDBC ド ラ イバのイ ンス ト ール

Sterling Integrator には正しい Microsoft SQL Server ド ラ イバを使う必要があ り ます。 サポート さ

れるバージ ョ ンについては、 『System Requirements』 を参照して ください。 サポート されるバー

ジ ョ ンの JDBC ド ラ イバを使用する と、 正しい Sterling Integrator ディ レク ト リ構造が構築され

ます。
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Microsoft の Web サイ トから ド ライバ、 必要なパッチ、 および次の .jar ファ イルをダウンロード

します。 .jar ファ イルはすべて同じディ レク ト リに保存してください。

✦ msbase.jar
✦ mssqlserver.jar

✦ msutil.jar ファ イル

JDBC ド ラ イバ ファ イルと  .jar ファ イルのダウンロード後、システムに保存した JDBC ド ラ イバ 
ファ イルと  .jar ファ イルへの絶対パスを書き留めてください。 Sterling Integrator のインス トール

時に、 この絶対パスを入力する必要があ り ます。 インス トール時にこれらのファ イルを選択す
る場合、 次のいずれかの方法を使用できます。

メモ : 2 番目の方法 (結合された  jar ファ イルを選択する ) では紛らわしい警告メ ッ セージが生成

されるため、 1 番目の方法 (3 つすべてのファイルを選択する ) を使う こ と をお勧めします。

✦ 参照ウ ィンド ウで、 Ctrl キーを押しながら各ファ イル名をク リ ッ ク して 3 つすべてのファ
イルを選択します。

✦ 参照ウ ィンド ウで、 次の方法で作成する結合された jar ファ イルを選択します。

a. 作業ディ レク ト リ を新たに作成し、 別々の jar ファ イルをこのディ レク ト リにコピーし

ます。

b. 個々の jar ファ イルに対して次のコマンドを実行します。

jar -xvf jar_file_name

c. すべての jar ファ イルを展開した後、 作業ディ レク ト リにできる  META-INF ディ レク ト

リ を削除します。

d. 次のコマンドを実行して新しい jar ファイルを作成します。

jar -cvf. combinedJarName.jar *

Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール

Sterling Integrator ク ラスタ  ノードのインス トールは、標準的な Sterling Integrator インス トールに

類似していますが、 すべてのノードに以下の制限が適用されます。

✦ すべてのノードで同一のデータベースを使用する必要があ り ます。

✦ すべてのノードで同一のパスフレーズを使用する必要があ り ます。

✦ 最初のノードから順番に 1 つずつインス トールを行う必要があ り ます。

メモ : ク ラスタ化は MySQL データベースを使用する  Sterling Integrator システムではサポート さ

れません。
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メモ : 以下の手順では、 Sterling Integrator のインス トール CD を使用するこ とを想定していま

す。Sterling Integrator または Service Pack (SP) を Electronic Software Distribution (ESD) Portal 
からダウンロード した場合は、 ダウンロード した .zip ファ イルを空のディ レク ト リに抽

出します。 新し く抽出されたファイルのディ レク ト リ構造は変更しないでください。 抽
出したファ イルが保存されたディ レク ト リは、 インス トール CD の電子イ メージです。

次の手順のインス トール CD を参照している部分では、 代わりにこのディ レク ト リ を使

用し、 CD をド ライブに挿入するステップは省略してください。

Sterling Integrator を Windows 環境にインス トールするには、 インス トール前のチェッ ク リ ス ト

を参照しながら次の手順に従います。

メモ : Sterling Integrator の複数のインスタンスを同じ  Windows サーバーにインス トールする場

合は、 2 番目のインスタンスを別のディ レク ト リにインス トールし、 異なるポート割り

当ての開始番号を使用する必要があ り ます。 この 2 番目のポート番号は、 最初のポート

番号に 100 を足した番号以上か、 100 を引いた番号以下でなければなり ません。

メモ : インス トール中に警告メ ッセージを含むいくつかのメ ッセージが表示されます。 警告
メ ッセージが表示された場合でも、 ユーザーによる操作は必要あ り ません。 これらの
メ ッセージは、 ログ ファ イルに有意義なデータを記録するこ とを目的と しています。

1. すべての Windows プログラムと コマンド  プロンプ ト画面を終了します。

2. 適切なド ライブに Sterling Integrator のインス トール CD を挿入します。

3. インス トール CD の windows\install フォルダに移動します。

4. setup.exe をダブルク リ ッ ク します。 [Next] をク リ ッ ク してインス トール プログラムを開始

します。

5. ラ イセンス契約の内容を確認したら、 [Yes] をク リ ッ ク してその内容に同意します。

メモ:  Sterling Integrator のインス トールがレジス ト リ設定を使用して Java JDK の場所を見つ

けるこ とができない場合は、 Java JDK ディ レク ト リの場所を入力するよ う求められます。

詳細については、 24 ページの 「Java 2 Software Development Kit (JDK) のインス トール」 の注

意事項を参照してください。

6. Sterling Integrator のインス トール ディ レク ト リ を選択するよ う指示されます。 [Browse] をク

リ ッ ク して、 インス トール ディ レク ト リ と して使用するフォルダを参照します。 Windows 
2000/NT サーバーでは、 このディ レク ト リのパスは 8 文字以下でなければなり ません。

Windows 2000/NT サーバーでは、 その後のプロンプ トでこのディ レク ト リは install_dir と呼

ばれます。

7. ラ イセンス  ファイルの場所に移動するよ う指示されます。 ライセンス  ファ イルを選択し、

[Next] をク リ ッ ク します。

ラ イセンス  ファイルをまだインス トールしていない場合は、 このウ ィンド ウを最小化し、

ラ イセンス  ファイルを入手して、 インス トール プロセスを再開します。

8. JCE 配布ファイルの場所に移動するよ う指示されます。 JCE 配布ファイルを選択し、

[Next] をク リ ッ ク します。 インス トール プログラムによってパス名が確認されます。
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9. 次の 4 つのチェッ クボッ クスを含む画面が表示されます。

[I want to install a cluster node 2 or higher]

ク ラスタのノード  2 以上にインス トールする場合に限って、 このチェッ クボッ クスをオ

ンにします。

[I want to upgrade from a prior version]

前のバージ ョ ンの Sterling Integrator からアップグレードする場合に限って、 このチェッ

クボッ クスをオンにします。

[I want to enable FIPS mode]

FIPS (Federal Information Processing Standards) モードを有効にする場合には、 このチェッ

クボッ クスをオンにします。

[I want GIS to automatically create the database schema]

このチェッ クボッ クスは、 デフォルトでオンになっています。 データベース  スキーマを

手動で作成するオプシ ョ ンは Windows 環境ではサポート されないため、 これがオフに

なっていないこ とを必ず確認してください。

10. コマンド  ウ ィンド ウが表示されます。 コマンド  ウ ィンド ウは開いたままにしておきます。

このウ ィンド ウを最小化するこ とはできますが、 ウ ィンド ウを閉じる と インス トール プロ

グラムが必要な情報を入力するプロンプ ト を表示した り、 ステータス  メ ッセージを表示す

るこ とができな くな り ます。

11. この後のステップで必要と される情報を記載したメ ッセージ ウ ィンド ウが表示されます。

[OK] をク リ ッ ク します。

12. このインス トールのホス トの IP アドレスを上書きするかど うかを尋ねられます。

デフォルトのホス ト  IP アドレスで問題がなければ、 [Next] をク リ ッ ク します。

他のホスト  IP アド レスを指定するには、 IP アド レスを入力して  [Next] をク リ ッ ク し

ます。

13. システム警告メ ッセージを受け取る管理者の電子メール アドレスを入力します。 [Next] を
ク リ ッ ク します。

14. 警告メ ッセージの送信に使用する、 SMTP メール サーバーのホス ト名を入力します。

[Next] をク リ ッ ク します。

15. 使用するシステム パスフレーズを  [Passphrase] ボッ クス と  [Confirm] ボッ クスの両方に入力

します。 [Next] をク リ ッ ク します。

16. Sterling Integrator サーバーのポート割り当ての開始番号を入力して、 [Next] をク リ ッ ク し

ます。

このポート番号を基準にして、 以降のポート番号が作成されます。 これらポート割り当て
は install_dir\properties\sandbox.cfg に書き込まれます。
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17. 使用するデータベースを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

メモ: ク ラスタ化は MySQL データベースを使用する  Sterling Integrator システムではサポー

ト されません。

Microsoft SQL Server 2000 または 2005 を選択した場合は、 以下の情報を入力し、

[Next] をク リ ッ ク します。

データベース  ホス ト名

データベースのホス ト  ポート番号

データベース名

ユーザー ID

パスワード

パスワード  (確認のための再入力)

Oracle を選択した場合は、 Oracle インスタンスを使用してアップグレードを行うかど う

かを尋ねられます。 [No] をク リ ッ ク します。

次の情報を入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。

データベース  ホス ト名

データベースのホス ト  ポート番号

データベース名

ユーザー ID

パスワード

パスワード  (確認のための再入力)

18. データベースに Oracle または Microsoft SQL Server のどちらかのバージ ョ ンを選択した場合

は、 必要な JDBC ド ラ イバがインス トールされているこ とを確認します。

a. 必要な JDBC ド ラ イバ ファイルがコンピュータのローカル フォルダにコピーされてい

るこ とを確認します。 後でド ライバに簡単にアクセスできるよ うに、 このフォルダには
わかりやすい名前を付けるよ うにします。

b. JDBC ド ラ イバ ファ イルの場所に移動します。 そのファ イルを選択して [Open] をク

リ ッ ク します。 Microsoft SQL サーバー用のファイルの選択方法の詳細については、

26 ページの 「SQL Server の JDBC ド ラ イバのインス トール」 を参照してください。

c. [Version Number] フ ィールドに 「x_x」 と入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。 実際の

バージ ョ ン番号については、 『System Requirements』 を参照して ください。

19. [Yes] をク リ ッ ク してインス トールを続けます。

20. インス トールは自動的に完了します。 インス トールが終了する と、 Windows デスク ト ップ

にアイコンが表示され、 Sterling Integrator のインス トールが正常に完了したという メ ッセー

ジが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク します。 [Next] をク リ ッ ク します。 [Finish] をク リ ッ ク

します。

インス トール中に問題やエラーが発生した場合は、 「Windows 環境のト ラブルシューティン

グ」 の項を参照してください。
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21. Sterling Integrator の標準インスト ールと 同様に、 まずノ ード  2 のインスト ールを開始します。

インスト ールの主要手段と して、 windows\install\setup.exe コマンド を使用します。

インス トールの第 2 の手段と して、 次のコマンド ラインを使用します。

Java -jar GIS.jar -cluster

サイレン ト  インス トールの場合は、 以下を入力します。

Java -jar GIS.jar -f silent.install -cluster

サイレン ト  インス トールの詳細については、 26 ページの 「サイレン ト  インス トール」 を参

照してください。

22. 指示に従い、 各インス トールに該当するオプシ ョ ンをすべて選択します。

ノード  2 以上にク ラスタをインス トールするこ とを示すチェッ クボッ クスをオンにします。

前のバージ ョ ンからのアップグレードを示すチェッ クボッ クスはオンにしないでください。
ノード  2 以上でのインス トールでは、 ノード  1 用にインス トールされたデータベースを使

用するため、 ノード  2 以上を対象と したアップグレード  オプシ ョ ンを使用する必要はあ り

ません。

23. [Next] をク リ ッ ク します。

次のメ ッセージが表示されます。

[Please wait while Setup bootstraps Gentran Integration Suite install..]

ブート ス ト ラ ップが完了する と、 その後操作を継続するのに必要な情報を通知する メ ッ
セージが表示されます (アプリ ケーシ ョ ン ポート番号とデータベース  サーバー情報)。

メモ: ステップ 1 のインス トール時と同じデータベースを使用する必要があ り ます。

24. [Next] をク リ ッ ク します。

25. Windows Sterling Integrator インス トールで通常実行される残りのインス トール プロセスを完

了しますが、 Sterling Integrator インスタンスは起動しません。

26. ノード  1 から順番に各ノードで、 コマンド  startCluster.cmd nodeNumber を Sterling 
Integrator install_dir\bin ディ レク ト リから実行するこ とで、 ク ラスタ設定を実行します。

こ こで、 nodeNumber は 1 から順番に各ノードに割り当てられた通し番号を示しています。

たとえば、 最初の 2 つのノードでは次のコマンドを使用します。

a. startCluster.cmd 1

b. startCluster.cmd 2

27. 各インスタンスに対して install_dir\bin ディ レク ト リから  startWindowsService.cmd を実

行して、 Sterling Integrator のすべてのインスタンスを起動します。

ク ラスタに新規ノードを動的に追加するには、 ノード  2 を新しいク ラスタ  インス トールにイン

ス トールしたのと同じ方法で、 新規ノードをインス トールします。 startCluster.cmd コマンドを

新規ノード番号で実行します。
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ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ (Windows)
次のセクシ ョ ンでは、 ク ラスタのすべてのノードのインス トールまたはアップグレード後に、
ク ラスタ  インス トールをセッ ト アップする方法について説明します。

複数ノ ー ド

Sterling Integrator は、 同一コンピュータ上での複数のノードのインス トールをサポート します。

各ノードは異なるポート範囲で設定されます。 前のセクシ ョ ンの手順に従って、 同じコン
ピュータ上に異なるポート範囲を使って 2 番目のノードをインス トールします。 インス トール

と ク ラスタのセッ ト アップが完了したら、 インス トールしたノードのプロパティ  ディ レク ト リ

に移動し、 noapp.properties.in の multicastBasePort プロパティを、 ノード  1 の multicastBasePort の
値に変更します。 このプロパティの変更後、 setupfiles.cmd コマンドを実行します。

カス タム設定

デフォルトのク ラスタ設定の一環と して、 ク ラスタを正し く動作させるため、 サービスまたは
アダプタ設定を対象と したデータベース内の特定の値や、 デフォルトのドキュ メン ト  ス ト レー

ジ タイプなどを更新します。 デフォルト設定では、 すべてのク ラスタ  ノードからの "見通し環

境" (LoS) 内には利用可能な共有またはマウン ト されたファ イル システムは含まれていません。

特定のサービスやアダプタの設定はノード  1 に強制的にデプロイされ、 すべてのビジネスプロ

セスを対象とするデフォルトのドキュ メン ト  ス ト レージ タイプが "データベース" に設定され

ます。

ク ラスタをインス トールして顧客の設定と要件を評価した後で、 上記の条件に変更があった場
合には、 カスタム設定を取り入れるこ とができます。 これらのカスタム設定が上書きされない
よ うにするために、 次のク ラスタ設定スク リプ トに、 データベースの更新オプシ ョ ンが含まれ
ています。

startCluster.cmd nodeNumber true/false

✦ nodeNumber はク ラスタのノード番号です。

✦ データベースの更新を実行する場合は 「true」、 データベースの更新を実行しない場合は
「false」 と入力します。

初めてク ラスタを設定する と きは、 データベースの更新オプシ ョ ンを  [true] に設定して 
startCluster.cmd を実行し、 すべてのク ラスタ関連の設定が有効になるよ うにします。

startCluster.cmd nodeNumber true

2 回目以降のク ラスタの設定時には、 データベースの更新オプシ ョ ンをオフにして 
startCluster.cmd command を実行できます。 その場合、 特にパッチやホッ ト フ ィ ッ クスのインス

トール後などに、 設定の変更によ りシステムに影響が及ぶこ とはあ り ません。

startCluster.cmd nodeNumber false
Sterling Commerce, Inc. 32



ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ (Windows)
ノ ー ド間の通信

ク ラスタ  ノード間の相互通信は、 プロ ト コル設定に柔軟性を提供するオープン  ソース  ツール

キッ トである  JGroups を使用して設定されます。 JGroups は、 複数プロ ト コルのサポートのほ

か、 充実したオープン形式の管理機能を提供します。 JGroups はマルチキャス ト  (UDP) と  TCP 
ベースの通信プロ ト コルをサポート します。

JGroups をマルチキャスト  (UDP) 向けに設定すると 、 すべてのク ラスタ  ノ ード は、 特定の IP ア
ド レスと ポート を使って相互に通信します。 マルチキャスト  ポート は、 インスト ールの基本

ポート を基に設定されます。 同じ基本ポート 上で設定された同一サブネッ ト 上のク ラスタはす
べて、同じマルチキャスト  IP アド レスと ポート 上のメ ッ セージのマルチキャスト を終了します。

JGroups をマルチキャス ト  (UDP) 向けに設定する と、 すべてのク ラスタ  ノードは、 特定の IP と
ポート を使って相互に通信します。 マルチキャス ト  ポートは、 インス トールの基本ポート を基

に設定されます。 同じ基本ポート上で設定された同一サブネッ ト上のク ラスタはすべて、 同じ
マルチキャス ト  IP アドレス とポート上のメ ッセージのマルチキャス ト を終了します。

この現象を回避するには、 同一サブネッ ト上の Sterling Integrator の各ク ラスタを、 異なる基本

ポート上で設定する必要があ り ます。 異なるポート範囲、 または、 マルチキャス ト転送が制限
された異なるネッ ト ワーク  セグメン ト上にク ラスタをインス トールするこ とで、 ク ラスタ間の

相互干渉を防ぐこ とができます。 Sterling Integrator リ リース  4.3 で使用されるデフォルトのマル

チキャス ト  アドレスは 「239.255.166.17」 です。 このアドレスは、 インスタンスのマルチキャス

ト基本ポート を開始ポート と して、 10 ポートのポート範囲で設定されます。

同じ ク ラスタの参加ノードはすべて、 同じマルチキャス ト基本ポート上 (noapp.properties ファ イ

ル内の multicastBasePort プロパティ ) にインス トールする必要があ り ます。 ク ラスタ内の各ノー

ドを異なる  (非マルチキャス ト ) ポート範囲でインス トールするこ とを許可するため、 これは通

常システムの基本 (非マルチキャス ト ) ポートから計算されますが、 noapp.properties ファ イルで

個別に設定するこ と も可能です。 また、 ク ラスタの全ノードが同じサブネッ ト内にインス トー
ルされている必要があ り ます。

ク ラスタのマルチキャス トの通信を  UDP プロ ト コルから  TCP に変更する場合は、

jgroups_cluster.properties.in ファ イルの property_string プロパティの値を変更してから、

setupfiles.cmd コマンドを実行する必要があ り ます。 この変更を行う際には、 前もってファ

イルのバッ クアップを作成するのを忘れないでください。 変更は、 インス トール直後またはク
ラスタの実行開始後に行う こ とができます。 ク ラスタの開始後にファイルを変更する場合は、
ク ラスタのノードをすべて停止し、 各ノードで変更を行ってから、 ク ラスタを再起動します。

ク ラスタのマルチキャス トの通信を  UDP プロ ト コルから  TCP に変更するには、

jgroups_cluster.properties.in ファ イルの property_string プロパティに次の値を指定します。

property_string=TCP(start_port=any_available_port_number): TCPPING 
(initial_hosts=this_instance_host_ip[start_port_number], 
theothernode_instance_host_ip[theothernode_start_port_number];port_range=2;timeout=5
000;num_initial_members=3;up_thread=true;down_thread=true):VERIFY_SUSPECT(timeout=15
00):pbcast.NAKACK(down_thread=true;up_thread=true;gc_lag=100;retransmit_timeout=3000
):pbcast.GMS(join_timeout=5000;join_retry_timeout=2000;shun=false;print_local_addr=t
rue;down_thread=true;up_thread=true)

UDP、 TCP、 および JGroups の通信の詳細については、 『Sterling Integrator 4.3 ク ラスタ リ ング』

マニュアルを参照してください。
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共有フ ァ イル システムのド キュ メ ン ト  ス ト レージ と し ての設定

ク ラスタでは、 デフォルトのドキュ メン ト  ス ト レージはデータベースであるため、 ク ラスタ内

のノードはすべてドキュ メン トから見通し環境 (LoS) 内にあ り、 ドキュ メン トにアクセスして

処理が可能です。 ただし、 ドキュ メン ト  ス ト レージにデータベースを使用する と、 ファ イル シ
ステムを使用した場合に比べてパフォーマンスへの影響が大き くな り ます。

ク ラスタでド キュメ ント  スト レージにファ イル システムを使用するには、 ファ イル システムが

その見通し環境内のすべてのノ ード と 共有/マウント /ク ラスタ化されている必要があり ます。 シ

ステム管理者に共有/マウント /ク ラスタ化されたファ イル システムを設定するよう 要請します。

各ノードごとに、 次の手順に従って共有ファイル システムをク ラスタ内に設定します。

1. install_dir\properties ディ レク ト リに移動します。

2. jdbc.properties.in ファ イルの document_dir プロパティを変更し、 ドキュ メン ト を保存するよ

うに設定された共有ファイル システム ディ レク ト リ を指定します。

3. install_dir\bin ディ レク ト リで、 setupfiles.cmd コマンドを実行します。

4. Sterling Integrator (全ノード ) を再起動します。

これによ り、 共有ファイル システム ディ レク ト リがドキュ メン ト  ス ト レージと して設定され

ます。

ク ラス タ環境の検証

このセクシ ョ ンでは、 ク ラスタ環境の検証プロセスについて説明します。

✦ 次のプロパティを検証します。

プロパティ  CLUSTER=true が install_dir/properties/sandbox.cfg に含まれているこ と 。

centralops.properties と  noapp.properties のク ラスタ  プロパティが true で、 ui.properties の 
clustered_env プロパティが true に設定されているこ と。

✦ システム ト ラブルシュート を使用して、 各ノードの次の情報を表示するこ とで、 ク ラスタ
環境を検証できます。

a. キュー情報 

b. 各ノードの JNDI ツ リー

c. ホス ト 、 状態、 ステータス、 アダプタ、 およびメモ リ使用に関する情報

d. ペリ メータ  サーバー

e. 各ノードのアダプタのステータスが表示され、 ド ロ ップダウン ボッ クスにク ラスタ内の

全ノードの一覧が表示されます。

✦ [オペレーシ ョ ン] > [システム] > [ ト ラブルシュート ] を選択し、 すべてのク ラスタ  ノード、
ops URL、 ノード  URL、 ノードのステータス、 およびトークンを持つノードを表示します。
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✦ [オペレーショ ン ] > [システム ] > [ログ ] を選択して、 システムのエラーと 例外のト ラッ キング
を行う こ と ができます。 ク ラスタ環境では、 ノ ード 別にログが提供されます。 ド ロッ プダウ
ン  リ スト にすべてのノ ード が表示されます。 ノ ード を選択すると 、 そのノ ード のログが表示
されます。 すべてのノ ード の開始後、 このページでそれぞれのログ項目を表示できます。

✦ アクティ ビティモニター UI は、 実行中のビジネスプロセス と スケジュール済みサービスの
ステータスを提供します。 この機能を使用する と、 各アクティ ビティの実行中のノード も
含め、 すべてのサービス  アクティビティをモニターできます。

✦ 特定のノードで実行中の最新スレッ ドを表示するには、 [オペレーシ ョ ン] > [システム] > 
[ ト ラブルシュート ] を選択し、 ノードのスレッ ドを選択します。

ク ラス タ環境の起動と停止

メモ : ク ラスタを実行するには、 Sterling Integrator がインス トールされ、 ク ラスタ と して設定さ

れるすべてのノードの複数の IP アドレスを対象と した有効な Sterling Integrator ラ イセン

スを取得する必要があ り ます。

ク ラスタ環境を開始するには、 ノード  1 を始めと して、 順番に各ノードを開始します。

ク ラスタを停止するには、 次のいずれかのオプシ ョ ンを使用します。

✦ 各ノードから  hardstop.cmd を実行します。 これによ り、 各ノードの Windows サービスがす
べて停止します。

✦ 各ノードから  softstop.cmd を実行します。 これによ り、 すべてのコンポーネン トの標準的ク
リーンアップとシャ ッ ト ダウンが行われます。

✦ ク ラスタ全体をシャ ッ ト ダウンするには、 [オペレーシ ョ ン] > [システム] > [ ト ラブルシュー
ト ] を選択し、 [システムの停止] リ ンクをク リ ッ ク します。

✦ 特定のノードをシャ ッ ト ダウンするには、そのノードの [オペレーシ ョ ン] > [システム] > 
[ ト ラブルシュート ] を選択してノードをシャ ッ ト ダウンします。

ホ ッ ト フ ィ ッ クスのイ ンス ト ール (ク ラス タ )
Sterling Integrator のインス トール後、 ホッ ト フ ィ ッ クスのインス トールが必要な場合があ り ま

す。 "ホッ ト フ ィ ッ クス" とは、 特定の既存パッチに適用される  1 つまたは複数の修正プログラ

ムのこ とです。

ホ ッ ト フ ィ ッ クスのイ ンス ト ール準備

自社用に開発されたホッ ト フ ィ ッ クスをインス トールする前に、 次の作業を済ませておく必要
があ り ます。

✦ スターリ ング コマースのカスタマ サポートからケース  ID を取得します。

✦ Sterling Integrator のフル バッ クアップを作成します。

✦ データベースのフル バッ クアップを作成します。
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ホ ッ ト フ ィ ッ クスのイ ンス ト ール

Windows ホスト  システム上でホッ ト フィ ッ ク スをインスト ールするには、 次の手順に従います。

1. パスワードが暗号化済みかど うかを確認します。 暗号化済みの場合は、 パスワードを復号
化します。 詳細については、 「データベースのセッ ト アップ (Windows)」 の章の 「データ

ベース  パスワードの復号化」 の項を参照してください。

2. コマンド ライン セッシ ョ ンを開きます。 Windows の [スタート ] メニューをク リ ッ ク し、

[プログラム] > [アクセサリ ] > [コマンド  プロンプ ト ] を選択します。

3. コマンド ラインに 「ftp theworld.csg.stercomm.com」 と入力します。

4. ユーザー名およびパスワードを入力します。 ユーザー名およびパスワードがわからない場
合は、 スターリ ング コマースのカスタマ サポートにお問い合わせください。

5. 「bin」 と入力し、 Enter を押して、 転送モード と して "バイナリ " を選択します。

6. FTP プロンプ トで、 「get ccaseid.jar」 と入力します。 こ こで、 "caseid" はカスタマ サポー

トから受け取った ID です。

7. Sterling Integrator をシャ ッ ト ダウンします。

8. コマンドプロンプ ト を開き、 install_dir\bin ディ レク ト リに移動します。

9. 「InstallService path to ccaseid.jar\ccaseid.jar」 と入力して、 ホッ ト フ ィ ッ クスをインス

トールします。

10. ステップ 1 でパスワードを復号化した場合、 パスワードを再度暗号化します。 詳細につい

ては、 「データベースのセッ ト アップ (Windows)」 の章の 「データベース  パスワードの暗号

化」 の項を参照してください。

11. コマンド  プロンプ トで、 install_dir\bin ディ レク ト リに移動します。

12. 「uninstallWindowsService.cmd」 と入力してログオフします。 この操作によ り、 Windows の
キャ ッシュから古い Sterling Integrator Windows サービスが削除されます。

13. コマンド  プロンプ トで、 ユーザー名とパスワードを入力します。

14. install_dir\bin ディ レク ト リに移動します。

15. 「installWindowsService.cmd」 と入力して、 Sterling Integrator Windows サービスをインス トー

ルします。

16. Sterling Integrator を再起動します。

17. install_dir\bin ディ レク ト リで、 dump_info.cmd を実行して、 ホッ ト フ ィ ッ クスが正常にイン

ス トールされたこ とを確認します。 正常に dump_info.cmd が実行される と、 Sterling 
Integrator のバージ ョ ン番号が表示されます。

18. ホッ ト フ ィ ッ クスのインス トール後、 startCluster.cmd nodeNumber コマンドを実行し

て、 ノードをク ラスタ  ノードに設定します。 たとえば、 ホッ ト フ ィ ッ クスのインス トール

前にノードがノード  2 だった場合は、 startCluster.cmd node2 コマンドを実行します。
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Windows のク ラス タ環境でのペ リ メ ータ  サーバーの
イ ンス ト ール

Windows 環境に Sterling Integrator ペリ メータ  サーバーをインス トールするには、 次のセクシ ョ

ンの手順を実行します。

✦ 37 ページの 「Sterling Integrator のペリ メータ  サーバーの設定」

✦ 38 ページの 「Windows 環境内のよ りセキュ リティの高いネッ ト ワークへのペリ メータ  サー
バーのインス トール」

✦ 39 ページの 「Windows 環境内のよ りセキュ リティの低いネッ ト ワークへのペリ メータ  サー
バーのインス トール」

✦ 41 ページの 「Windows 環境のペリ メータ  サーバーへのパッチのインス トール」

✦ 42 ページの 「Windows 環境でのペリ メータ  サーバーの起動と停止」

✦ 42 ページの 「ペリ メータ  サーバーのセキュ リ ティ上の脆弱性の低減」

Sterling Integrator のペ リ メ ータ  サーバーの設定 
Sterling Integrator でのペリ メータ  サーバーの使用はオプシ ョ ンです。

"ペリ メータ  サーバー " とは、 DMZ にインス トール可能な通信管理用のソフ ト ウェア ツールで

す。 ペリ メータ  サーバーは、 ネッ ト ワークの外側にあるレイヤーと  TCP ベースの ト ランスポー

ト  アダプタ間の通信フローを管理します。 ペリ メータ  サーバーは、 特に大量のト ラフ ィ ッ クを

処理するインターネッ ト  ゲート ウェイ環境において、 ネッ ト ワークの混雑、 セキュ リ ティ、 ス

ケーラビ リティに関する問題を解決するこ とができます。 ペリ メータ  サーバーを使用するに

は、 これに対応するペリ メータ  ク ライアン トが必要です。

Sterling Integrator のインス トール プログラムは、 ペリ メータ  ク ライアン ト と ローカル モード  
サーバーをインス トールします。 ローカル モード  サーバーは、 テス ト目的、 または、 セキュア 
ソ リ ューシ ョ ンを必要と しない環境において有用です。 ただし、 ト ラフ ィ ッ クを大量に扱う、
保護された接続が必要な場合は、 リモート  ゾーンで、 インテグレーシ ョ ン  サーバーに比べてセ

キュ リ ティのよ り高い、 あるいは、 よ り低いネッ ト ワークにペリ メータ  サーバーをインス トー

ルする必要があ り ます。

ペリ メータ  サーバーをインス トールする場合、 次のガイ ド ラインに従う必要があ り ます。

✦ ペリ メータ  サーバーのライセンスは、 Sterling Integrator の対応する  B2B アダプタのライセ
ンスの制限によって決定されます。

✦ 各ペリ メ ータ  サーバーでは、 TCP/IP アド レスは、 内部インターフェイスと 外部インター
フェイスの 2 つに制限されます。 "内部インターフェイス " は、 ペリ メ ータ  サーバーが 
Sterling Integrator と の通信に使用する  TCP/IP アド レスです。 "外部インターフェイス " は、 ぺ
リ メ ータ  サーバーがト レーディ ング  パート ナーと の通信に使用する  TCP/IP アド レスです。

このほかの TCP/IP アドレスを使用するには、 追加のペリ メータ  サーバーをインス トールし

ます。
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✦ 1 台のコンピュータに、 Sterling Integrator の同じインスタンス と通信するペリ メータ  サー
バーを複数インス トールするこ とができます。 既存のインスタンスがあるコンピュータに
ペリ メータ  サーバーをインス トールするには、 新しいペリ メータ  サーバーを別のディ レク
ト リにインス トールします。

✦ 1 台のコンピュータに複数のペリ メータ  サーバーをインス トールする場合、 内部 TCP/IP ア
ドレス とポートの組み合わせがすべて固有であるこ とが必要です。

ワイルドカード  アドレスを使用してペリ メータ  サーバーをインス トールした場合は、

すべてのポートが固有であるこ とが必要です。

ワイルドカード  アドレスを使用してペリ メータ  サーバーをインス トールした場合、 こ

のサーバーを使用するアダプタや、 同じコンピュータのほかのペリ メータ  サーバーで、

このサーバーのポート を使用するこ とはできません。

内部インターフェイス と外部インターフェイスには、 同じ  TCP/IP アドレスを使用でき

ます。 ただし、 ペリ メータ  サーバーで使用されるポートは、 このサーバーを使用するア

ダプタでは使用できません。

Windows 環境内のよ り セキュ リ テ ィ の高いネ ッ ト ワークへのペ リ メ ータ  
サーバーのイ ンス ト ール

ペリ メータ  サーバーを Windows 環境にインス トールするには、 次の手順に従います。

1. すべての Windows プログラムを終了します。

2. 適切なド ライブに Sterling Integrator の インス トール CD を挿入します。

3. DOS コマンド  ウ ィンド ウを開きます。

4. インス トール CD からホーム ディ レク ト リ またはベース  ディ レク ト リに、 ps_2000.jar イン

ス トール ファ イルをコピーします。 ファ イルのコピーに FTP を使用する場合は、 セッシ ョ

ンが "バイナリ " モードに設定されているこ とを確認してください。

5. インス トールを開始するには、 次の .jar ファ イルの絶対パスを入力します。

\absolutePath\bin\java -jar ps_2000.jar 

オペレーティング システムと必要な修正パッチのレベル、 および JDK の場所とバージ ョ ン

が確認されます。

6. インス トール先ディ レク ト リの名前を入力します。

7. 指定したディ レク ト リに既存のインス トールがある場合は、 同じ設定を使って更新できま
す。 次の質問に答えます。

[There is an existing install at that location, update it while keeping existing settings?]

答えが [yes] の場合は、 その他のデータ入力は不要で、 インス トールが続行されます。

メモ : 設定を変更したい場合は、 新しいディ レク ト リ を使用するか、 既存のインス トールを削
除してから新しいインス トールを実行してください。 既存のインス トールを上書きする
こ とはできないため、 有効なインス トールを含んでいない既存のディ レク ト リは使用で
きません。 既存のインス トールは Sterling Integrator 4.3 以降でなければなり ません。

空きディ スク容量が確認されます。
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8. 次の質問に答えます。

[Is this server in a less secure network than the integration server?]
[No]

ペリ メータ  サーバーのセキュ リティを強化する方法については、 42 ページの 「ペリ メータ  
サーバーのセキュ リ ティ上の脆弱性の低減」 を参照してください。

9. 次の質問に答えます。

[Will this server need to operate on specific network interfaces?]

答えが [yes] の場合は、 ホス ト上で利用可能なネッ ト ワーク  インターフェイスの一覧が表示

されます。 サーバー用に使用するインターフェイスを選択します。

10. インテグレーシ ョ ン サーバー (Sterling Integrator) で、 このサーバーからの通信の受信に使用

する  TCP/IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

11. TCP/IP アドレス、 または DNS 名を確認します。

12. インテグレーシ ョ ン サーバー (Sterling Integrator) で、 このサーバーからの通信の受信に使用

するポート を入力します。 ポート番号には 1024 よ り大きい数値を指定してください。

13. ペリ メータ  サーバー (Sterling Integrator) が、 インテグレーシ ョ ン サーバーへの接続に使用す

るローカル ポート を入力します。 ポート番号は 1024 よ り大きい数値でなければなり ませ

ん。 ただし、 オペレーティング システムによ り任意の未使用ポートが選択されるよ うに設

定する場合は、 ゼロを指定します。

14. ポート を確認します。

ペリ メータ  サーバーがインス トールされる と、 次のメ ッセージが表示されます。

[Installation of Perimeter Service is finished]

15. インス トール ディ レク ト リに移動します。

16. 「installPS.cmd」 と入力して、 このペリ メータ  サーバーを Windows サービス と してインス

トールします。

17. 「startPSService.cmd」 と入力して、 ペリ メータ  サーバーを起動します。

Windows 環境内のよ り セキュ リ テ ィ の低いネ ッ ト ワークへのペ リ メ ータ  
サーバーのイ ンス ト ール

ペリ メータ  サーバーを Windows 環境にインス トールするには、 次の手順に従います。

1. すべての Windows プログラムを終了します。

2. 適切なド ライブに Sterling Integrator の インス トール CD を挿入します。

3. DOS コマンド  ウ ィンド ウを開きます。

4. インス トール CD からホーム ディ レク ト リ またはベース  ディ レク ト リに、 ps_2000.jar イン

ス トール ファ イルをコピーします。 ファ イルのコピーに FTP を使用する場合は、 セッシ ョ

ンが "バイナリ " モードに設定されているこ とを確認してください。
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5. インス トールを開始するには、 次の .jar ファ イルの絶対パスを入力します。

\absolutePath\bin\java -jar ps_2000.jar 

オペレーティング システムと必要な修正パッチのレベル、 および JDK の場所とバージ ョ ン

が確認されます。

6. インス トール先ディ レク ト リの名前を入力します。

7. 指定したディ レク ト リに既存のインス トールがある場合は、 同じ設定を使って更新できま
す。 次の質問に答えます。

[There is an existing install at that location, update it while keeping existing settings?]

答えが [yes] の場合は、 その他のデータ入力は不要で、 インス トールが続行されます。

メモ : 設定を変更したい場合は、 新しいディ レク ト リ を使用するか、 既存のインス トールを削
除してから新しいインス トールを実行してください。 既存のインス トールを上書きする
こ とはできないため、 有効なインス トールを含んでいない既存のディ レク ト リは使用で
きません。 既存のインス トールは Sterling Integrator 4.3 以降でなければなり ません。

空きディ スク容量が確認されます。

8. 次の質問に答えます。

[Is this server in a less secure network than the integration server?]
[Yes]

9. 次の質問に答えます。

[Will this server need to operate on specific network interfaces?]

答えが [yes] の場合は、 ホス ト上で利用可能なネッ ト ワーク  インターフェイスの一覧が表示

されます。 サーバー用に使用するインターフェイスを選択します。

10. 内部インターフェイスがインテグレーシ ョ ン  サーバー (Sterling Integrator) との通信に使用す

る  TCP/IP アドレス、 または DNS 名を入力します。 このアドレスにワイルドカードを使用す

る場合は、 Enter を押します。

11. 内部インターフェイスの TCP/IP アドレス、 または DNS 名を確認します。

12. 外部インターフェイスが ト レーディング パートナーとの通信に使用する  TCP/IP アドレス、

または DNS 名を入力します。 このアドレスにワイルドカードを使用する場合は、 Enter を押

します。

13. 外部インターフェイスの TCP/IP アドレス、 または DNS 名を確認します。

14. ペリ メ ータ  サーバーで、 インテグレーショ ン  サーバー (Sterling Integrator) からの通信の受信

に使用するポート を入力します。 ポート 番号には 1024 より 大きい数値を指定してく ださい。

15. ポート を確認します。

ペリ メータ  サーバーがインス トールされる と、 次のメ ッセージが表示されます。

[Installation of Perimeter Service is finished]

16. インス トール ディ レク ト リに移動します。
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17. 「installPS.cmd」 と入力して、 このペリ メータ  サーバーを Windows サービス と してインス

トールします。

18. 「startPSService.cmd」 と入力して、 ペリ メータ  サーバーを起動します。

Windows 環境のペ リ メ ータ  サーバーへのパッ チのイ ンス ト ール

リモート  ペリ メータ  サーバーは、 Service Pack やパッチによって自動的に更新されません。 そ

のため、 Service Pack またはパッチで提供される新しいペリ メータ  サーバーのインス トール 
ファ イルを使って、 ペリ メータ  サーバーを再インス トールする必要があ り ます。

リ モー ト  ペ リ メ ータ  サーバーを Windows 環境で更新する手順

1. install_dir\packages ディ レク ト リで、 psservice_pack-patch.jar ファ イルを見つけます。 保守

パッチ用のファイルは、 スターリ ング コマースの Support on Demand の Web サイ ト  
(https://support.sterlingcommerce.com) から入手できます。 これらのパッチ ファ イルには、

関連する保守パッチを識別する名前 (ps-2000.jar など) が付いています。

2. このファ イルを リモート  サーバーのホーム ディ レク ト リ またはベース  ディ レク ト リにコ

ピーします。

3. stopPs.cmd コマンドを使って、 ペリ メータ  サーバーを停止します。

4. インス トールを開始するには、 「\absolutePath\bin\java -jar filename.jar」 と入力し

ます。

absolutePath は、 Java バージ ョ ンのインス トール先を表すディ レク ト リ名です。

オペレーティング システムと必要な修正パッチのレベル、 および JDK の場所とバージ ョ ン

が確認されます。

5. インス トール先のディ レク ト リのフルパスを入力します。 ペリ メータ  サーバーの設定を一

切変更したくない場合は、 既存のペリ メータ  サーバーのインス トール先と同じディ レク ト

リ を指定します。

6. 次の質問に答えます。

[There is an existing install at that location, update it while keeping existing settings?]

答えが [yes] の場合は、 その他のデータ入力は不要で、 インス トールが続行されます。

メモ : 設定を変更したい場合は、 新しいディ レク ト リ を使用するか、 既存のインス トールを削
除してから新しいインス トールを実行してください。 既存のインス トールを上書きする
こ とはできないため、 有効なインス トールを含んでいない既存のディ レク ト リは使用で
きません。 既存のインス トールは Sterling Integrator 4.3 以降でなければなり ません。

ペリ メータ  サーバーがインス トールされる と、 次のメ ッセージが表示されます。

[Installation of Perimeter Service is finished]

7. インス トール ディ レク ト リに移動します。

8. 「startupPs.cmd」 と入力して、 ペリ メータ  サーバーを起動します。
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Windows 環境でのペ リ メ ータ  サーバーの起動と停止

Windows でペリ メータ  サーバーを起動するには、 startPSService.cmd コマンドを使用するか、

[コン ト ロール パネル] から  [サービス] を使用します。

Windows でペリ メータ  サーバーを停止するには、 stopPSService.cmd コマンドを使用するか、

[コン ト ロール パネル] から  [サービス] を使用します。 このペリ メータ  サーバーの Windows 
サービス と しての定義を削除するには、 uninstallPSService.cmd コマンドを使用します。

ペ リ メ ータ  サーバーのセキュ リ テ ィ 上の脆弱性の低減

Sterling Integrator がよ りセキュ リ ティの高いネッ ト ワーク  ゾーンにおける リモート  ペリ メータ  
サーバーと と もにデプロイされる場合は、 セキュ リ ティ上の脆弱性が生じます。 プロキシが常
駐するホス トに侵入者が不正アクセスを行い、 よ りセキュ リ ティの高いゾーンに常駐するペリ
メータ  サーバーとの永続的接続がその侵入者によって乗っ取られてしま う危険性があ り ます。

このよ うな事態が発生する と、 ペリ メータ  サーバーによ り、 侵入者のネッ ト ワーク  リ クエス ト

すべてがファイアウォールを通過して内部ゾーンへと送信されるこ とにな り ます。

このよ うな侵入行為を防止するには、 リモート  ペリ メータ  サーバーがプロキシに代わって実行

できるアクティ ビティ を、 プロキシの運用のために必要なアクティ ビティだけに制限するよ う
にします。

この制限の管理には、 不正侵入の対象とな り得るプロキシからはアクセスできない、 セキュア
なネッ ト ワーク  ゾーン内のリモート  ペリ メータ  サーバー上の設定を使用します。

ペ リ メ ータ  サーバーによる特定のアク テ ィ ビテ ィ のアクセス権の付与

1. リモート  ペリ メータ  サーバーをインス トールし、 よ りセキュ リ ティの高いネッ ト ワーク  
ゾーン用のオプシ ョ ンを選択します。 38 ページの 「Windows 環境内のよ りセキュ リ ティの

高いネッ ト ワークへのペリ メータ  サーバーのインス トール」 で詳し く説明されているペリ

メータ  サーバーのインス トール手順を参照してください。

2. インス トール中に [Is this server in a less secure network than the integration server?] という メ ッ

セージが表示されたら、 [No] を選択するこ とで、 よ りセキュ リ ティの高いネッ ト ワーク  
ゾーンのオプシ ョ ンを設定します。

3. ペリ メータ  サーバーのインス トール ディ レク ト リ内にある  restricted.policy という名前のテ

キス ト  ファ イルをカスタマイズする必要があ り ます。 その初期の内容は以下のとおりです。

// Standard extensions get all permissions by default grant codeBase 
"file:${{java.ext.dirs}}/*" {permission java.security. AllPermission;};
 
 grant {
    // Grant all permissions needed for basic operation.
 
    permission java.util.PropertyPermission "*", "read";
 
    permission java.security.SecurityPermission "putProviderProperty.*";
 
    permission java.io.FilePermission "-", "read,write";
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    permission java.io.FilePermission ".", "read";
 
    // Needed to allow lookup of network interfaces.
    permission java.net.SocketPermission "*", "resolve";
 };
 
 grant {
    // Adjust for your local network requirements.
 
    // Needed to connect out for the persistent connection.  Do not remove this.
    permission java.net.SocketPermission "localhost:12002", "connect";
 
    // For each target FTP Server that a FTP Client Adapter will connect to in passive mode.
    //
    // permission java.net.SocketPermission "ftphost:21", "connect"; // Control connection.
    // permission java.net.SocketPermission "ftphost:lowPort-highPort", "connect"; // Passive 
data connections.
 
    // For each target FTP Server that a FTP Client Adapter will connect to in active mode.
    //
    // permission java.net.SocketPermission "ftphost:21", "connect"; // Control connection.
    // permission java.net.SocketPermission "localhost:lowPort-highPort", "listen"; // Active 
data port range.
    // permission java.net.SocketPermission "ftphost", "accept"; // Active data connections.
 
    // For each target HTTP Server that an HTTP Client Adapter will connect to.
    //
    // permission java.net.SocketPermission "htttphost:443", "connect";
 
    // For each target C:D snode that the C:D Server Adapter will connect to.
    //
    // permission java.net.SocketPermission "snode:1364", "connect"
};

4. このファ イルを編集して、 プロキシによるアクセスを許可する各バッ クエンド  サーバーを

対象と したアクセス権用の行を追加します。 各サーバー タイプ別の例が、 コ メン ト  アウ ト

されています。

最初の 2 つの権限付与のセクシ ョ ンは、 ペリ メータ  サーバーが正し く動作するために必須で

す。 これらのセクシ ョ ンは変更しないでください。

例

次の例では、 ターゲッ トの FTP サーバーにアクセス権が付与されます。

メモ : この例では、 33001 (FTP 用)、 33002 (HTTP 用)、および 1364 (C:D 用) の各ポート を リ スニ

ングするよ うに設定されます。 これらポート番号は、 変更できます。

// To restrict or permit the required Host/Server to communicate with the  PS, update the 
ftphost/ htttphost/snode with 
      that of the Server IP and provide the appropriate PORT number where the Server will 
listen. //

   // For each target FTP Server
   // permission java.net.SocketPermission "10.117.15.87:33001", "connect"; // Control 
connection.
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   // permission java.net.SocketPermission "10.117.15.87:lowPort-highPort", "connect"; // 
Passive data connections.
   // 10.117.15.87 indicates IP of the FTP Server for which the permission is granted by PS for 
communicating with client //

   // For each target HTTP Server
   //
   // permission java.net.SocketPermission "10.117.15.87:33002", "connect";
   // 10.117.15.87 indicates IP of the HTTP Server for which the permission is granted by PS 
for communicating with client //

   // For each target C:D snode
   //
   // permission java.net.SocketPermission "snode:1364", "connect";
   //  10.117.15.87 indicates IP of the Connect Direct Node for which the permission is granted 
by PS for communication //

5. 制限を有効にします。 インス トール ディ レク ト リ内に、 次のペリ メータ  サーバーの設定

ファイルがあ り ます。

remote_perimeter.properties. 

このファ イルを編集し、 "restricted" 設定の値を true にします。

6. その後、 ペリ メータ  サーバーが許可されていないネッ ト ワーク  リ ソースへのアクセスを試

みる と、 アクセスは拒否され、 ペリ メータ  サーバーのインス トール ディ レク ト リに作成さ

れるペリ メータ  サーバー ログに記録されます。

リ モー ト  ペ リ メ ータ  サーバーでの DNS 検索の実行

デフォルトでは、 ペリ メータ  サーバーはメ イン サーバーの JVM において DNS 検索を実行しま

す。 セキュア エリア内の DNS が制限されている場合は、 DMZ 内のト レーディング パートナー

のアドレスを検索するよ うに、 リモート  ペリ メータ  サーバーを設定できます。

リモート  ペリ メータ  サーバーでの DNS 検索を有効にするには、 次の手順に従います。

1. remote_perimeter.properties ファイルで、 次のパラ メータを変更します。

プロパテ ィ 名 説明

<psname>.forceRemoteDNS リ モー ト  PS での DNS 名を強制的に解決し ます。

 true または false 
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Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール後の作業

Sterling Integrator をインス トールした後に、 次の処理を行う必要があ り ます。

✦ 45 ページの 「Windows 環境での Sterling Integrator の起動」

✦ 45 ページの 「Sterling Integrator へのアクセス」

✦ 47 ページの 「インス トールの検証」

✦ 47 ページの 「Sterling Integrator ツールのダウンロード」

✦ 48 ページの 「Sterling Integrator の管理者による初期セッ ト アップの実行」

✦ 48 ページの 「Sterling Integrator の停止」

Windows 環境での Sterling Integrator の起動

Sterling Integrator を Windows 環境で起動するには、Windows デスク ト ップ上の Sterling Integrator 
アイコンをダブルク リ ッ ク します。 Sterling Integrator が起動します。

メモ : Sterling Integrator コンポーネン トの初期化と起動に数分かかる場合があ り ます。

Sterling Integrator が起動しない場合や、 ライセンス  ファ イルが無効か破損している という メ ッ

セージが表示された場合は、 「Windows 環境のト ラブルシューティング」 の項を参照してくだ

さい。

起動が完了する と、 次のよ うなメ ッセージが表示されます。

[Open your Web browser to http://host:port/(interface)] (こ こで host:port は IP アドレス とシステム上

で Sterling Integrator がインス トールされているポート番号、 (interface) は Sterling Integrator が使

用するインターフェイス  (admin または dashboard など) です。

後日 Sterling Integrator にアクセスできるよ う、 この URL を書き留めておきます。

Sterling Integrator へのアクセス

Sterling Integrator に初めてログインするには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator が起動されていて実行中であるこ とを確認します。

2. ブラウザ ウ ィンド ウを開いて、 起動プロセスの最後に表示されたアドレスを指定します。

3. Sterling Integrator のログイン ページが表示されます。

4. デフォルトのユーザー ID (admin) とパスワード  (password) を入力します。 デフォルトのロ

グインは、 管理者レベルのログインです。 管理者は、 初回ログイン後すぐに管理者のパス
ワードを変更し、 他のユーザーを登録して管理者以外のレベルのアクセス権を割り当てる
必要があ り ます。
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テ クニカル メ モ: ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス バイ ンデ ィ ングの変更

管理者コンソールのユーザー インターフェイスのセキュ リティを強化するため、 Sterling 
Integrator バージ ョ ン 4.3 では特定のネッ ト ワーク  インターフェイスのみのバインディングを行

います。 古いバージ ョ ンのデフォルト設定では、 すべてのネッ ト ワーク  インターフェイスにバ

インド されていました。 インス トール後に Sterling Integrator の URL を指定する と  [ページを表

示できません] というエラーが表示される場合には、 プロパティ設定を修正するこ とによ り問題

を解決できます。

1. プロパティ設定を変更するには、 Sterling Integrator がインス トールされているサーバーで、

noapp.properties.in という ファ イルを編集します。

a. admin_host パラ メータを見つけます。 このパラ メータのデフォル ト設定は次のとおり

です。

hostname1 はプライマ リ  ネッ ト ワーク  インターフェイスの名前で、 Sterling Integrator に
よ り最高の優先順位が設定されています。

localhost は、 Sterling Integrator がインス トールされているサーバーのネッ ト ワーク  イン

ターフェイスの名前です。

デフ ォル ト 設定

admin_host.1    = hostname1

admin_host.2    = localhost

b. パラ メータの値を修正します。

インターフェイスが 1 つも表示されない場合、 hostname1 を Sterling Integrator にアクセ

スするプライマ リ  ネッ ト ワーク  インターフェイスの正しい名前に変更します。

それ以外のネッ ト ワーク  インターフェイスから  Sterling Integrator にアクセスする必要が

ある場合は、 次のよ うに別の admin_host エン ト リ を追加します。

変更後の設定

admin_host.1    = hostname1

admin_host.2    = localhost

admin_host.3    = hostname2

2. Sterling Integrator を停止します。

3. install_dir\bin ディ レク ト リにある  setupfiles.cmd ユーティ リ ティ を実行します。

4. Sterling Integrator を再起動します。

ダッシュボード  ユーザー インターフェイスでは、Sterling Integrator バージ ョ ン 4.3 はペリ メータ  
サーバー経由でネッ ト ワーク  インターフェイスに無制限のバインディングを提供します。 ダッ

シュボード  ユーザー インターフェイスへのアクセスを制限するには、 プロパティ設定を変更し

て 1 つのネッ ト ワーク  インターフェイスのみが Sterling Integrator にアクセスするよ うにします。
Sterling Commerce, Inc. 46



Windows のク ラス タ環境でのイ ンス ト ール後の作業
1. Sterling Integrator がインス トールされているサーバーで、 perimeter.properties.in とい う ファ イ

ルを編集します。

a. localmode.interface パラ メータを見つけます。 このパラ メータはデフォルトでは次のよ

うに無制限に設定されています。

無制限の設定 (デフ ォル ト)

localmode.interface=*

b. ダッシュボードへのアクセスを制限するには、 Sterling Integrator にアクセスできるよ う

にしたいネッ ト ワーク  インターフェイスを入力します。

制限された設定

localmode.interface=hostname1

2. Sterling Integrator を停止します。

3. install_dir\bin ディ レク ト リにある  setupfiles.cmd ユーティ リ ティ を実行します。

4. Sterling Integrator を再起動します。

イ ンス ト ールの検証

インス トールした Sterling Integrator を起動して初回ログインを行った後で、 サンプルのビジネ

スプロセスをテス ト して、 インス トールが正し く行われたかど うかを検証できます。 次の手順
に従います。

1. ブラウザ ウ ィンド ウを開いて、 Sterling Integrator のアドレスを指定します。 これは起動プロ

セスの最後に表示されるアドレスです。

2. ユーザー ログインとパスワードを入力します。

3. [管理メニュー ] から、 [ビジネスプロセス] > [マネージャ ] を選択します。

4. [プロセス名] フィ ールド に 「Validation_Sample_BPML」 と 入力して、 [Go!] をク リ ッ ク し

ます。

5. [実行マネージャ ] をク リ ッ ク します。

6. [実行] をク リ ッ ク します。

7. [Go!] をク リ ッ ク します。 ページの左上に [状況: 成功] という メ ッセージが表示されます。

Sterling Integrator ツールのダウンロー ド

Sterling Integrator には、 デスク ト ップまたはパーソナル コンピュータで実行する  4 つのツール

が用意されています。 インス トールした Sterling Integrator を起動して初回ログインを行った後、

Sterling Integrator から次のツールをダウンロード してインス トールするこ とができます。

✦ マップ エディ タ と関連スタンダード

✦ グラフ ィカル プロセス  モデラー

✦ Web テンプレート  デザイナー

✦ Service Developer's Kit
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デスク ト ップ ツールをダウンロードする際に IP アドレスの競合がある と、問題が発生するこ と

があ り ます。 「Windows 環境のト ラブルシューティング」 の項を参照してください。

Sterling Integrator の管理者による初期セ ッ ト ア ッ プの実行

この時点で、 インス トールが完了し、 Sterling Integrator を実行できます。 Sterling Integrator を初

めてインス トールする場合、 ユーザーが Sterling Integrator を使用する前に、 管理者による初期

セッ ト アップを行う必要があ り ます。 たとえば、 Sterling Integrator のシステム管理者はユーザー

を登録し、 アクセス権を付与する必要があ り ます。

また、 その後のシステム調整用のベンチマークを設定するため、 いくつかのパフォーマンス  レ
ポート を実行するこ とが推奨されます。効果的なパフォーマンス調整のために Sterling Integrator 
システムを準備する方法については、 『パフォーマンス とチューニング ガイ ド』 を参照してく

ださい。

Sterling Integrator の停止

Windows 環境で Sterling Integrator を停止するには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator を開きます。

2. [管理メニュー ] から  [オペレーシ ョ ン] > [システム] > [ ト ラブルシュート ] を選択します。

3. [システムの停止] をク リ ッ ク し、 シャ ッ ト ダウンが完了するのを待ちます。

Windows のク ラス タ環境からの Sterling Integrator のアン イ ン
ス ト ール

Sterling Integrator をアンインス トールする と、 次のコンポーネン トに影響があ り ます。

✦ Sterling Integrator アプ リ ケーシ ョ ンがサーバーから自動的に削除されます。

✦ MySQL を使用している場合、 MySQL データベースがサーバーから自動的に削除されます。

さ らに、 次の操作を行う こ とができます。

✦ インス トールされた JDK を手作業で削除します。

✦ Java WebStart および、 ダウンロード したすべてのデスク ト ップ ツールを手作業で削除します。

✦ SQL Server または Oracle データベースのデータベース  スペースを解放します。

Windows 環境から  Sterling Integrator をアンインス トールするには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator を停止し、 シャ ッ ト ダウンが完了するのを待ちます。
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2. install_dir\bin\uninstallWindowsService.cmd を実行して、 次の Windows サービスを削除します。

Sterling Integrator 

Opsserver

Noapp サーバー

WebDav サーバー

MySQL サーバー

サービスが削除されたこ とを示すメ ッセージが表示されます。 削除されたかど うかを確認
するには、 次の手順で [サービス] ウ ィンド ウを開きます。

a. [スタート ] > [設定] > [コン ト ロール パネル] を選択します。

b. [管理ツール] > [サービス] をク リ ッ ク します。

サービスが削除されなかった場合、 次の手順に従ってこのサービスを  Windows レジス ト リ

から削除する必要があ り ます。

a. Windows レジス ト リ を開きます。

b. HK_LOCAL_MACHINE\System\Current Control Set\Services というエン ト リ を見つけ

ます。

c. Sterling Integrator および Opsserver のキーを削除します。 これらのレジス ト リ  キーは 
Sterling Integrator で始まっています。

d. システムを再起動して、 レジス ト リに行った変更を有効にします。

3. JDK が他のアプリ ケーシ ョ ンで使用されていない場合は、 これを削除します。

a. Windows の [スタート ] メニューから、 [設定] > [コン ト ロール パネル] を選択します。

b. コン ト ロール パネルで [プログラムの追加と削除] を選択します。

c. [プログラムの追加と削除] ウ ィンド ウで、 [Java 2 SDK Runtime Environment Standard 
Edition v<version number>] を選択し、 [削除] をク リ ッ ク します。

d. [プログラムの追加と削除] ウ ィンド ウで、 [Java 2 SDK Standard Edition v<version 
number>] を選択し、 [削除] をク リ ッ ク します。

e. すべてのウ ィンド ウを閉じ、 デスク ト ップに戻り ます。

4. Windows のパスから、 アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先フォルダを削除します。

a. Windows のデスク ト ップで [マイ  コンピュータ ] を右ク リ ッ ク します。

b. [プロパティ ] をク リ ッ ク します。

c. [詳細設定] タブをク リ ッ ク します。

d. [環境変数] をク リ ッ ク します。

e. [システム環境変数] ウ ィンド ウで、 [Path] をク リ ッ ク します。

f. [編集] をク リ ッ ク します。

[システム変数の編集] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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g. [変数値] にある次のエン ト リ を削除します。

<install_dir>\SI\lib\jnipass\1_0\windows;
<install_dir>\mysql2\SI\packages\lib\jni;
<install_dir>\mysql2\SI\packages\lib\jni\windows2000

h. [OK] をク リ ッ ク します。

i. すべてのウ ィンド ウを閉じ、 デスク ト ップに戻り ます。

5. Sterling Integrator がインス トールされていたフォルダと、 そのサブフォルダすべてを削除し

ます (たとえば、 C:\SterlingCommerce とそのサブフォルダ)。

6. Oracle または SQL Server データベースを使用している場合、 サーバーから  Sterling Integrator 
を削除した後も これらのデータベースはそのまま残り ます。 データを参照する必要がなく
なった場合は、 データベース管理者に連絡し、 不要になったテーブルを削除して、 Sterling 
Integrator のあったデータベース  スペースを リ カバリするよ うに依頼してください。

7. Sterling Integrator をサーバーから削除したら、 Java WebStart、 Eclipse、 およびデスク ト ップ

にダウンロード したすべてのツールを手作業で削除できます。 これには次のツールが含ま
れます。

マップ エディ タ と関連スタンダード

マップ エディ タの削除方法の詳細については、 『マップ エディ タ  ガイ ド』 を参照して く

ださい。

グラフ ィカル プロセス  モデラー

グラフ ィカル プロセス  モデラーの削除方法の詳細については、『グラフ ィカル プロセス  
モデラー ガイ ド』 を参照して ください。

Web テンプレート  デザイナー

Web テンプレート  デザイナーの削除方法の詳細については、 『Web Extensions ガイ ド』

を参照して ください。

Service Developer's Kit

Service Developer's Kit の削除方法の詳細については、 『サービス開発者ガイ ド』 を参照し

て ください。
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状況 メ ッ セージまたは現象 説明/解決策

イ ンス ト ール イ ンス ト ール中にエ ラーまたは問
題が発生する

説明

イ ンス ト ールの処理中に、 ブー ト ス ト ラ ッ プ フ ェーズと実際

のイ ンス ト ール フ ェーズ用の、 2 つのログ フ ァ イルが作成さ

れます。

解決策

イ ンス ト ール中に生成された次のログ フ ァ イルを調べます。

install_dir\bootstrap.log

install_dir\SI\installSI.log

イ ンス ト ール イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を
選択し た後、 イ ンス ト ール プログ

ラムが停止する

説明

イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を選択し た後でコ マン ド  ウ ィ

ン ド ウが閉じ られた場合に、 この問題が発生し ます。

解決策

イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を削除し て、 イ ンス ト ール プ
ロセスを最初からやり直し ます。 コ マン ド  ウ ィ ン ド ウは閉じ

ないで く だ さい。

イ ンス ト ール イ ンス ト ール プログラムを開始し

た後で、 ラ イセンス フ ァ イルをま

だダウンロー ド し ていないこ とに
気付いた

解決策

イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウを最小化し、 ラ イセンス フ ァ イル

を入手し てから、 イ ンス ト ールを続行し ます。

イ ンス ト ール イ ンス ト ール中にポー ト 割り当て
の開始番号を指定後、[Port number 
is already in use] とい う メ ッ セージ

が表示される

解決策

次のいずれかを行います。

別のポー ト 番号を使用する

使用予定のポー ト 番号を使用し ているサービスを停止す

る

イ ンス ト ール イ ンス ト ール中にデータベース情
報を入力する と、 [Information is 
incorrect] とい う メ ッ セージが表示

される

説明

データベースの基準のう ち、 1 つ以上が正し く あり ません。

解決策

[Back] を ク リ ッ ク し て、 データベース情報を入力するダイア

ログ ボ ッ クスを再表示し ます。 誤り を修正し て、 [Next] を ク

リ ッ ク し ます。
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イ ンス ト ール イ ンス ト ールが最後まで正常に実
行されるが、 Sterling Integrator 
サービスがイ ンス ト ールされてい
ない

説明

Windows サーバーに Sterling Integrator を再イ ンス ト ールし、

同じ開始ポー ト を選択し た可能性があり ます。

解決策

その場合、 別のポー ト を使って Sterling Integrator を別の

デ ィ レ ク ト リ に再イ ンス ト ールするか、 次の手順に従って、
Sterling Integrator を再イ ンス ト ールする前に既存の Sterling 
Integrator サービスをアン イ ンス ト ールし て く だ さい。

1 install_dir\bin\stopWindowsService.cmd を実行し、

すべての Sterling Integrator Windows サービスが停止

するのを待ちます。

2 install_dir\bin\uninstallWindowsService.cmd を実

行し て、 ログオフ し ます。 この操作によ り、
Windows のキャ ッ シュから古い Windows サービスを

削除し て、 バッ クグラウン ド で実行されているスケ
ジュール ジ ョ ブがないこ と を確認できます。

3 install_dir デ ィ レ ク ト リ を削除し ます。

4 これで、 同じポー ト に、 新しいバージ ョ ンの Sterling 
Integrator を イ ンス ト ールできるよ う にな り ます。

イ ンス ト ール Sterling Integrator のイ ンスト ール

後、 gisInstall.* サブディ レク ト リ は

現在の作業ディ レク ト リ 内に残さ れ
ます。 そのため、 フ ァ イ ル システ

ムが一杯になっ てし まう 可能性があ
り ます。

説明

gisInstall.*/platform_core_2000.jar は JVM により 使用中である

ため、 Java イ ンスト ーラ はこ のフ ァ イ ルを削除できません。

解決策

イ ンス ト ールを実行するたびに、 Windows 上に残される 
gisInstall.* サブデ ィ レ ク ト リ を手動で削除し ます。

起動 Sterling Integrator が起動し ない場

合は、 <install_dir> \SI\logs のログ

フ ァ イルを表示し て、 無効な、 ま
たは破損し ている ラ イセンス フ ァ

イルがないかど うか確認し ます。

解決策

ラ イセンス フ ァ イルを取得し てから、 Sterling Integrator を再

起動し ます。

状況 メ ッ セージまたは現象 説明/解決策
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デスク ト ッ プ 
ツールまたは
リ ソースのイ
ンス ト ール

以下をダウンロー ド できない

マ ッ プ エデ ィ タ と関連ス タ ン

ダー ド

グラ フ ィ カル プロセス モデ

ラー

Web テンプレー ト  デザイナー

Service Developer's Kit

説明

Sterling Integrator のイ ンス ト ール中に、 内部 IP ア ド レスが

格納されているシステム フ ァ イルが作成されます。 Sterling 
Integrator を フ ァ イアウォールの中にイ ンス ト ールし た場合、

そのフ ァ イアウォールがク ラ イアン ト  コ ンピ ュータの外部 
IP ア ド レスを許可するよ う に設定されていても、 デスク ト ッ

プ ツールやリ ソースをダウンロー ド できないこ とがあ り ま

す。 フ ァ イアウォールの外にある ク ラ イアン ト の IP ア ド レ

スは拒否されます。

解決策

次の手順に従って、 無効な IP ア ド レスが格納されているシ

ステム フ ァ イルに変更を加えます。

1 install_dir\bin デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

2 次のコマン ド と外部 IP ア ド レスを入力し ます。

patchJNLP.cmd external_IP address

3 Sterling Integrator を停止します。

4 Sterling Integrator を再起動します。

アクセス Sterling Integrator の URL にアクセ

ス し よ う とする と、 [ページを表示

できません] とい う メ ッ セージが表

示される

46 ページの 「テ クニカル メ モ: ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ

ス バイ ンデ ィ ングの変更」 を参照し て く ださい。

状況 メ ッ セージまたは現象 説明/解決策
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第 4 章

MESA Developer Studio のインス ト ールと設定

MESA Developer Studio のイ ンス ト ールと設定の概要

Sterling Integrator MESA™ Developer Studio は、 Eclipse ソフ ト ウェア プラグインを使用する統合

開発環境 (IDE) です。 MESA Developer Studio を使用する と、 Sterling Integrator インスタンスに接

続して リ ソースへのアクセスや Sterling Integrator の操作制御を行ったり、 Sterling Integrator が使

用するテンプレートの変更やカスタム  サービスの開発なども、 すべて開発環境内で行う こ とが

できるよ うにな り ます。

MESA Developer Studio に加えて、 次のプラグインを使用できます。

✦ MESA Developer Studio SDK - カスタム サービス とアダプタの開発およびデプロイに使用し
ます。

✦ MESA Developer Studio Skin Editor - Sterling Integrator インターフェイスの外観と操作性をカ
スタマイズするのに使用します。

✦ Sterling Integrator - Sterling Integrator のファ ク ト  モデルおよびレポート を作成するために使用
する、 別途ライセンスを必要とするプラグインのセッ トです。

前提条件

MESA Developer Studio をインス トールする前に、 次の前提条件を理解する必要があ り ます。

✦ Sterling Integrator およびそのアーキテクチャの基礎知識が必要です。 MESA Developer Studio 
SDK を使ってサービス とアダプタを作成する場合は、 特にこの知識が重要とな り ます。

✦ そのため、 Eclipse の基本知識を有しているこ とが前提条件とな り ます。 詳細については、
Eclipse のオンライン ヘルプを参照するか、 http://www.eclipse.org にアクセスして ください。

✦ サービスの作成およびデプロイ方法に関する広範な知識が必要です。

✦ サービスを作成するためには、 Java プログラム言語に関する包括的な知識、 および使用経
験が必要です。

✦ 必要な MESA Developer Studio の製品ライセンス  (および購入している場合はSterling 
Integratorのライセンス) を所有していなければなり ません。
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MESA Developer Studio のセ ッ ト  ア ッ プの手順

MESA Developer Studio のセッ ト  アップは複数ステップからなるプロセスで、 次に記載される順

序で実行する必要があ り ます。 次に、 このプロセスの各段階のチェッ ク リ ス ト を示します。 こ
のチェッ ク リ ス トは、 プロセス全体の概要を示しています。 各ステップの実行手順については、
該当欄を参照してください。

1. Sterling Integrator のインス トールおよび設定を行います。

2. Sterling Integrator の最新パッチをダウンロード してインス トールします。

3. Eclipse のフルリ リース  バージ ョ ンをダウンロード してインス トールします。 詳細について

は、 Eclipse Web サイ トのダウンロード  ページを参照してください。

4. Java 2 SDK Standard Edition 5.0 (またはそれ以降) をダウンロード して、 Eclipse をインス トー

ルしたのと同じ  PC にインス トールします。 JRE だけでなく、 SDK のフル バージ ョ ンが必

要です。

インス トール後、 補足的な設定が必要とな り ます。

5. MESA Developer Studio が正しい JRE を使用しているこ とを確認します。

6. WebDAV サーバーを起動します (UNIX および iSeries で稼動する  Sterling Integrator のみ)。

7. MESA Developer Studio プラグイン (および購入している場合は Sterling Integrator) をインス

トールします。

8. MESA Developer Studio で Sterling Integrator インスタンスを設定します。

9. MESA Developer Studio で使用する  Sterling Integrator リ ソースを設定します。

Eclipse に関する用語

このマニュアルでは、 MESA Developer Studio コンポーネン トの説明において、次の Eclipse 関連

用語が使用されている場合があ り ます。

✦ プロジェク ト  - 特定の実装に関連する全リ ソースは 1 つのプロジェク トに属しています。
プロジェク トには、 フォルダ、 ファ イル、 その他の Eclipse オブジェク トが含まれます。

✦ ワークスペース  - 作業を保管するディ レク ト リ。

✦ ワークベンチ - 次のエレ メン ト を含む UI ウ ィンド ウ。

パースペクティブ - 特定のプロジェク トに対応するワークベンチ ウ ィンド ウ内のビュー

とエディ タのグループ。

ビュー - 選択したパースペクティブに依存する、 ワークベンチ内の表示コンポーネン

ト。 これを使って、 プロパティやメ ッセージなどの情報を操作または表示します。

エディ タ  - リ ソースの作成、 変更、 または参照に使用する、 ワークベンチ内の表示コン

ポーネン ト。
Sterling Commerce, Inc. 55

http://eclipse.org/downloads/index.php


PC での J2SE の設定
PC での J2SE の設定

Eclipse が正し く動作するには、 Java 2 SDK Standard Edition 5.0 (またはそれ以降) が、 Eclipse をイ

ンス トールしたのと同じ  PC にインス トールされていなければなり ません。 SDK のフル バー

ジ ョ ンがインス トールされている必要があ り ます。 JRE だけでは対応できません。 JDK のダウ

ンロード と インス トールを行うには、 Eclipse を終了する必要があ り ます。 J2SE のインス トール

後、 これを使用できるよ うに PC を設定します。

インス トールした JDK を使用するよ うに PC を設定するには、 次の手順に従います。

1. Windows の [スタート ] メニューから、 [設定] > [コン ト ロール パネル] > [システム] を選択し

ます。

2. [詳細設定] タブをク リ ッ ク します。

3. [環境変数] をク リ ッ ク します。

4. [システム環境変数] の下で [新規] をク リ ッ ク します。

5. 次の情報を入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

[変数名] - 「JAVA_HOME」 と入力します。

[変数値] - J2SE SDK をインス トールしたディ レク ト リのパスを入力します。 デフォルト

は C:\j2sdk5.0\ です。

6. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログを閉じます。

MESA Developer Studio における適切な JRE の使用の確認

この JDK インスタンス用に Windows でホーム ディ レク ト リ を追加するだけでなく、

MESA Developer Studio が正しい JRE を使用しているこ とを確認します。

MESA Developer Studio が使用している  JRE を確認するには、 次の手順に従います。

1. Eclipse を開きます。

2. [Window] メニューから  [Preferences] を選択します。

3. [Java] セクシ ョ ンを展開して、 [Installed JREs] を選択します。 [Installed JREs] ウ ィンド ウが

表示されます。

4. C:\j2sdk5.0 がリ ス ト されていない場合 (場所とバージ ョ ンは異なる場合があ り ますが、 バー

ジ ョ ンはリ ス ト されたものか、 それ以降のものでなければなり ません)、 [Add] をク リ ッ ク

して、 次のステップに進みます。

リ ス ト されている場合は、 これを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。 これで、 MESA 
Developer Studio の使用準備が整いました。
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5. 次の情報を入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

[JRE Name] - この JRE の任意の名前を入力します。

[JRE home directory] - [Browse] をク リ ッ ク し、 「PC での J2SE の設定」 セクシ ョ ンで定義

したホーム ディ レク ト リ を選択します。

[Default VM Arguments] - ブランクのままにします。

[JRE system libraries] - [Use default system libraries] が選択されているこ とを確認します。

6. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログを閉じます。

WebDAV サーバーの起動

MESA Developer Studio は WebDAV サーバーを使って、 MESA Developer Studio プラグインの

アップデート などをはじめとする  Sterling Integrator リ ソースへのアクセスを提供します。 この 
WebDAV サーバーは、 MESA Developer Studio と と もに使用する目的で Sterling Integrator と一緒

に自動的にインス トールされます。

Windows では WebDAV サーバーは Sterling Integrator と同時に自動的に起動しますが、 UNIX ま
たは iSeries 環境の Sterling Integrator では WebDAV サーバーを手動で起動する必要があ り ます。

Sterling Integrator (Windows)
MESA Developer Studio と と もに使用される  WebDAV サーバーはサービス と して実装されてお

り、 Sterling Integrator を起動する  (startWindowsService.cmd) と自動的に開始します。 Sterling 
Integrator を停止する  (stopWindowsService.cmd) と、 WebDAV サーバーおよび MySQL (使用して

いる場合) はそのまま実行し続けます。 これは、 Eclipse および MESA Developer Studio から  
Sterling Integrator のインスタンスを開始および停止するために必要です。

stopWebdavWindowsService.cmd を使って WebDAV Server Service を停止できます。また、Sterling 
Integrator と  WebDAV Server Service が実行している と き、WebDAV Server Service を停止する と、

Sterling Integrator (および使用している場合は MySQL) はそのまま実行し続けます。 WebDAV 
Server Service のログファ イル名は dav.log です。

Sterling Integrator (UNIX)
WebDAV サーバーを起動するには、 Sterling Integrator が実行中である必要はあ り ません。

メモ : MESA Developer Studio で使用する  Sterling Integrator の各インスタンス毎に、 WebDAV 
サーバーを起動する必要があ り ます。
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WebDAV サーバーを起動するには、 次の手順に従います。

1. UNIX コマンド  ウ ィンド ウを開きます。

2. Sterling Integrator インス トール ディ レク ト リに移動します。 通常は、 installDir/bin です。

3. ./runDAVServer.sh コマンドを実行して WebDAV サーバーを開始します。

4. インス トール パスワードを入力するよ う指示されます。 このパスワードはプロパティ  ファ

イルに恒久的に記録されるため、 Sterling Integrator の各インス トールに対して入力する必要

があるのは 1 度だけです。 このステップはオプシ ョ ンですが、 パスワードを入力しない場

合、 MESA Developer Studio を使って Sterling Integrator インスタンスを起動および停止する

こ とはできません。

5. 起動プロセスが完了する と、 WebDAV ポートがリ ス ト されます。 このポート番号を書き留

めておきます。 番号は、 ベース  インス トール ポートに 46 を足したフォーマッ トです。

WebDAV ポートは、 MESA Developer Studio プラグインのダウンロード と インス トールを要

求する際に必要とな り ます。

メモ : デフォルトの WebDAV ポートはベース  インス トール ポートに 46 を足した番号です。

このポートは、 Sterling Integrator のインス トール時に割り当てられるもので、 変更はで

きません。 WebDAV ポート番号は、 プラグインをインス トールする と き と、 MESA 
Developer Studio に Sterling Integrator インスタンスを追加する と きに使用します。

Sterling Integrator (iSeries)
WebDAV サーバーを起動するには、 Sterling Integrator が実行中である必要はあ り ません。

メモ : MESA Developer Studio で使用する  Sterling Integrator の各インスタンス毎に、

WebDAV サーバーを起動する必要があ り ます。

1. Sterling Integrator ユーザー プロファ イルを使って、 iSeries にサインオンします。

2. 次のコマンドを入力して、 バッチ ジ ョブを実行します。

SBMJOB CMD(QSH CMD('umask 002 ; cd install_dir/bin ; ./runDAVServer.sh')) JOB(SIDAV)

3. 起動時に入力ミ スによるエラーを防ぐには、 次の例を参考にしてコマンド言語 (CL) プログ

ラムを作成します。

PGM 
SBMJOB CMD(QSH CMD('umask 002 ; cd install_dir/bin ; + ./runDAVServer.sh')) JOB(SIDAV) 
ENDPGM 

メモ : MESA Studio コン ト ロール エディ タを使用している  iSeries では、 Start/Stop GIS、 List 
current processes、 List disk usage、 および Install 3rd party files のコマンドはサポート されて

いません。 代わりに、 コマンド ラインで上のコマンドを実行します。
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MESA Developer Studio コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール

MESA Developer Studio のインス トールと設定を行い、 MESA Developer Studio 内から  Sterling 
Integrator インスタンスに接続して リ ソースにアクセスし、 Sterling Integrator の操作を制御でき

るよ うに設定する必要があ り ます。 Sterling Integrator プラグインをインス トールする場合も、

この手順に従います。

プロキシ サーバーの設定の変更

Eclipse をインスト ールした  PC と  Sterling Integrator をインスト ールしたサーバーの間の HTTP プ
ロキシ接続を有効にするために、 プロキシ  サーバーの設定の変更が必要になるこ と があり ます。

プロキシ サーバーの設定を変更するには、 次の手順に従います。

1. [Window] メニューから  [Preferences] > [Install/Update]を選択します。

2. [Proxy] 設定で、 プロキシ情報を入力します。

3. [OK] をク リ ッ ク します。

新しい機能のイ ンス ト ール

MESA Developer Studio をインス トールするには、 次の手順に従います。

1. Eclipse を開きます。

2. デフォルトのワークスペース  フォルダの場所を選択します。 ワークスペース  フォルダの場

所はいつでも追加できます。 MESA Developer Studio ワークスペースの左下の領域の 
[Package View] では、 プロジェク ト  フォルダがローカルのエクスプローラのビューに表示さ

れます。 これによ り、 チェ ッ クアウ トするファイルを保存できるよ うにな り ます。

3. [Eclipse Help] メニューから  [Software Updates] > [Find and install] を選択します。

4. [Search for new features to install] を選択します。

5. [Next] をク リ ッ ク します。

6. [New Remote Site] をク リ ッ ク します。

7. 新しいサイ ト名と  WebDAV サーバーの場所を入力します。 [OK] をク リ ッ ク します。

検索対象に含めるサイ トの リ ス トの中に新しいサイ トが表示されます。

8. 新しいサイ トの左側にあるチェッ クボッ クスを選択します。 [Finish] をク リ ッ ク します。

選択したサイ トが検証され、 その結果が表示されます。 検索結果のページで、 アップデー
ト  サイ トのノードを展開して、 お使いのライセンスに応じて次のプラグインを選択します。

MESA Developer Studio 

Service SDK

Skin Editor
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Sterling Integrator (自動的に 3 つすべての Sterling Integrator プラグイン、 Fact Model 
Editor、 Report Editor、 Report Format Editor) が選択されます。

注意 : 

プラグインのデフォルトのインス トール パスを変更しないでください。

Sterling Integrator を選択した場合、 MESA Developer Studio プラグインも選択する必要が

あ り ます (MESA Developer Studio がすでにインス トールされている場合を除きます)。 依

存性の要件によ り、 MESA Developer Studio プラグインは Sterling Integrator プラグインを

インス トールする前か同時にインス トールする必要があ り ます。

9. [Next] をク リ ッ ク します。 使用許諾契約の条件に同意して、 [Next] をク リ ッ ク します。

10. [Finish] をク リ ッ ク します。

11. [Install All] をク リ ッ ク して、 機能の確認を承諾します。

変更を有効にするには Eclipse を再起動する必要があ り ます。

Sterling Integrator イ ンス タ ンスの設定

指定した Sterling Integrator インスタンスで使用可能な リ ソースのみを表示できます。 表示した

いリ ソースが別の Sterling Integrator インス トール上にある場合は、 MESA Developer Studio で新

しいインスタンスを使ってそのリ ソースを表示するよ うに設定する必要があ り ます。

メモ : Sterling Integrator をインスト ールしている場合は、 このタスク を完了する必要があり ます。

1. [Window ] メニューから  [Open Perspective] > [Other] を選択します。

2. MESA Developer Studio を選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。

3. 左上の MESA Developer Studio ビューで、 右ク リ ッ ク して [New instance] を選択します。

4. 次の情報を入力して、 [Finish] をク リ ッ ク します。

[Hostname] - Sterling Integrator がインス トールされたコンピュータ名。

[Webdav Port] - インス トール時に割り当てられた WebDAV ポート。

[Name] - この Sterling Integrator 接続にユーザーが指定する名前。

[User name] - 有効な Sterling Integrator ユーザー名 (admin など)。

[Password] - 有効な Sterling Integrator パスワード。

MESA Developer Studio は、 WebDAV サーバーを使ってこのインスタンスへの接続を試行し

ます。 インスタンスの状況は、 次のよ うに表示されます。

赤 - インスタンスはまだ開始されていません。

黄 - インスタンスは開始されましたが、 まだ実行されていません。

緑 - インスタンスが実行中です。

メモ : ワークスペースを更新して、 新し く追加された環境を表示します。
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接続情報の編集

Sterling Integrator インスタンスを  MESA Developer Studio で使用できるよ うに設定した後で、 接

続情報の編集、 設定の詳細の表示、 接続のテス ト、 接続のリ フレッシュを行う こ とができます。

接続情報を編集するには、 次の手順に従います。

1. インスタンス名を右ク リ ッ ク します。

2. [編集] をク リ ッ ク します。

3. 必要に応じて設定を変更します。

4. [Finish] をク リ ッ ク します。

MESA Developer Studio は、 新しい情報を使ってこのインスタンスへの接続を試行します。

インスタンスの状態に応じて、 緑、 黄、 または赤で状況が表示されます。

設定の詳細の表示

設定の詳細を表示するには、 インスタンス名をダブルク リ ッ ク します。

メモ : [Overview] ウィ ンド ウのポート は静的ポート です。 インスト ール時に存在していたポート

のみが表示されます。 インスト ール後に変更または追加されたポート は、 表示されません。

イ ンス タ ンスのリ フ レ ッ シュ

Sterling Integrator でビジネスプロセスおよびマップのロ ッ クまたはロ ッ ク解除を行い、 MESA 
Developer Studio で現在の状況を表示したい場合は、 [Refresh] を使用します。

Sterling Integrator インスタンスの接続を リ フレッシュするには、 次の手順に従います。

1. インスタンス名を右ク リ ッ ク します。

2. [Refresh] を選択します。

[Progress Information] ウ ィンド ウが開き、 リ フレッシュ処理が完了する と自動的に閉じます。

インスタンスの状態に応じて、 緑、 黄、 または赤で状況が表示されます。
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MESA Developer Studio の追加コ ンポーネン ト と ア ッ プデー ト
のイ ンス ト ール

初期インス トール時にインス トールしなかった MESA Developer Studio の追加コンポーネン ト

は、 いつでもインス トールできます。 追加コンポーネン ト をインス トールするには、 「MESA 
Developer Studio コンポーネン トのインス トール」 セクシ ョ ンで説明する手順に従ってくださ

い。 ライセンス  ファ イルに新し く ライセンスが付与されたコンポーネン トが含まれているこ と

がシステムによ り確認され、 インス トールされます。

Sterling Integrator で追加コンポーネン トにライセンスが付与されているこ とが検証されます。 ラ

イセンスがない場合は、 MESA Developer Studio の追加コンポーネン トに対する適切なライセン

スを持つ Sterling Integrator インスタンスへの接続パラ メータを新たに提供するよ うに求められ

ます。 ラ イセンスの確認が完了する と、 新しいコンポーネン トがアクティブになり ます。

既存のコンポーネン ト を更新する場合は、 Eclipse を再起動して新しいコンポーネン ト を更新し

ます。

可視サービス プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

可視サービス  は、 Eclipse ソフ ト ウェア プラグインを使用する統合開発環境 (IDE) である  
Sterling Integrator MESA Developer Studio と連動します。 可視サービス  Fact Model Editor、
Report Editor、 Report Format Editor はすべて Eclipse プラグインと してアクセスされます。

可視サービス  プラグインをセッ ト  アップするには、 次の手順に従います。

1. MESA Developer Studio の設定手順に従います。

メモ: 「MESA Developer Studio コンポーネン トのインス トール」 の手順を行う と き、

Eclipse でのダウンロード と インス トールの対象に 可視サービス  プラグインと  MESA 
Developer Studio プラグインの両方を必ず選択してください。

注意 : MESA Developer Studio プラグインは 可視サービス  プラグインの前提条件です。 可視

サービス  プラグインをインス トールする前または同時にインス トールする必要があ り ます。

MESA Developer Studio プラグインと  可視サービス  プラグインをインス トールした後、 次の

手順に従います。

2. Sterling Integrator インスタンス用の WebDAV サーバーを起動します。

3. イベン ト  リ スナーを起動します。

4. Eclipse を設定して Sterling Integrator WebDAV サーバーがポイン ト されるよ うにします。

5. Eclipse で Window Perspective をカスタマイズして  Sterling Commerce 可視サービス  が含まれる

よう にします。 これにより 、 Eclipse メ ニューから直接 可視サービス  オプショ ンを利用でき

るよう になり ます。 Eclipse で [Window] > [Customize Perspective] を選択します。 左側の 
[Shortcuts] ペインで [Sterling Commerce 可視サービス ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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第 5 章

プロパテ ィ の設定

Sterling Integrator が正常に稼動するには、 Sterling Integrator をインス トールした後でいくつかの

プロパティおよびスク リプ ト  ファ イルを設定する必要があ り ます。 この章では、 ビジネスの

ニーズに合わせて Sterling Integrator を稼動させるために設定が必要なプロパティについて説明

します。

プロパテ ィ  フ ァ イルの設定

Sterling Integrator にはプロパティ  ファ イルのサンプルが付属しており、 使用する前にこれをカ

スタマイズする必要があ り ます。 プロパティ  ファ イルは install_dir/properties/ ディ レク ト リにあ

り、 ク ラスパス経由でアクセスできるよ うにする必要があ り ます。 install_dir/properties/ ディ レ

ク ト リ を必ずク ラスパスに含めるよ うにして ください。 install_dir は Sterling Integrator をインス

トールしたディ レク ト リ を指しています。

次のプロパティ  ファ イルがあ り ます。

✦ yifclient.properties
✦ management.properties
✦ log4jconfig.xml
✦ migrator.properties

プロパティの中には、 ユーザー ID およびパスワードなど、 暗号化が必要な機密データを リ レー

するものがあ り ます。 いずれのプロパティ も  (yfs.properties ファ イルの yfs.propertyencrypter.class 
プロパティを除く )、 必要に応じて次のファイル内で暗号化するこ とができます。

✦ management.properties
✦ ycs.properties
✦ yfs.properties
✦ yifclient.properties
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log4jconfig.xml
install_dir/resources/log4jconfig.xml ファ イルは log4j ユーティ リ ティのログ パラ メータを指定し

ます。

management.properties
install_dir/resources/management.properties ファ イルは、 Sterling Integrator プロセス  (エージェン ト  
サーバー、 インテグレーシ ョ ン  サーバー、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーなど) が相互に通信する

方法を指定します。 このファ イルのプロパティは、 キャ ッシュされたデータ変更のプロパゲー
シ ョ ンの有効化、 ト レースの有効化および無効化、 システム管理コンソールによるこれらのプ
ロセスの管理の有効化を行うために JNDI レジス ト リに接続するために使用されます。

migrator.properties
install_dir/resources/migrator.properties ファ イルには、 データベース  XML ファ イル、 ファ ク ト リ  
デフォルト を読み込む際に生成されるログ ファ イル、 出力エラー メ ッセージ、 および出力統計

に関する情報が含まれます。

yfs.properties
install_dir/properties/yfs.properties ファ イルには、 下位互換モード で稼動するためのデータベース接

続プロパティ および設定など、 Sterling Integrator の全般的な設定が含まれます。 Sterling Commerce 
には、 これらのパラメ ータおよびその他のパラメ ータが事前設定されたサンプルのプロパティ  
ファ イルが提供されています。

yifclient.properties
install_dir/properties/yifclient.properties ファ イルには、 Sterling Integrator API にアクセスするク ラ

イアン ト  プログラムおよびユーザー インターフェイス  コンポーネン トのパラ メータが含まれ

ています。

プロパテ ィ  フ ァ イルのセ ッ ト  ア ッ プ

プロパティ  ファイルをセッ ト  アップするには、 次の手順に従います。

1. プロパティ  ファイルは変更されて リ ソース  jar ファ イルに入れられます。 プロパティを更新

した場合は、 リ ソース  jar を再構築してください。

2. ファ イルを編集するには、 このマニュアルの説明および各プロパティ  ファ イルに記載され

ている注記に従って、 プロパティのコ メン ト アウ ト を解除し、 必要な値を追加します。

メモ: サンプル ファ イルの例にはバッ クスラ ッシュ  (\) が含まれる場合があ り ます。 独自の

パラ メータを指定する際は、 バッ クスラ ッシュの代わりにスラ ッシュ  (/) を使用します。
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3. プロパティを暗号化する場合は、 次の手順に従います。

a. 暗号化するプロパティ には .encrypted を追加します。 yfs.propertyencrypter.class 
プロパティ は暗号化できません。 たと えば、 yfs.flow.override.auth.userid プロパティ を暗号

化するには、 yfs.flow.override.auth.userid.encrypted に変更してプロパティ に暗号化された値

を提供します。

b. YCPEncrypter インターフェイスを実装します。

c. yfs.propertyencrypter.class プロパティに指定したク ラスが環境変数 CLASSPATH 
からアクセス可能であるこ とを確認してください。

アプ リ ケーシ ョ ン コ ン フ ィ ギュ レータのプロパテ ィ

Sterling Integrator 環境およびこれに関連するビジネスプロセスの設定は、 アプリ ケーシ ョ ン  コ
ンフ ィギュレータ  ユーザー インターフェイスから行います。

アプリ ケーシ ョ ン コンフ ィギュレータは Java アプレッ ト と して実行され、 デフォルトではイン

ターネッ ト  アクセスを必要と します。 Sterling Integrator コンフ ィギュレータのユーザーがイン

ターネッ トにアクセスできない場合は、 Java プラグイン バージ ョ ンをダウンロード し、 Sterling 
Integrator コンフ ィギュレータの各ユーザーのコンピュータにローカルにインス トールします。

その後、 yfs.properties ファ イルの yfs.config.java.plugin.codebase プロパティを次のよ うに変更し

て、 プラグインをインス トールした場所をポイン トするよ うにします。

yfs.config.java.plugin.codebase=<network location of java plugin>

メモ : HTTPS を使用して Sterling Integrator を実行している場合は、 アプリ ケーシ ョ ン コンフ ィ

ギュレータは開きません。 ただし、 WebLogic 上で実行している場合は、 混合プロ ト コル

を使用するこ とで Sterling Integrator を実行できます。

ク ロスサイ ト  スク リ プ ト の脆弱性を予防するプロパテ ィ

状況によって、 Sterling Integrator で受信するデータおよび発信されるデータに、 表示や入力の本

来の意図に影響する  HTML 文字が含まれる場合があ り ます。 さ らに、 こ う したデータには、

<SCRIPT>、 <OBJECT>、 <APPLET>、 および <EMBED> タグ内部に組み込まれたコマンドなど

のよ うな、 悪質な HTML を含む入力である可能性があ り ます。

Sterling Integrator では、 提供されているエンコーディ ング  メ カニズムを実装するこ と により 、 ブ

ラウザに対して出力される有害である可能性があるデータを無害な状態にするこ と ができます。
これにより 、 これらの悪質なスク リ プト がブラウザによって実行されるこ と が回避されます。
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ク ロスサイ ト  スク リプティングを予防するには、 yfs.properties ファ イルの 
yfs.htmlencoding.triggers プロパティを有効にし、 次の文字を指定します。

✦ 大なり記号 (>)

✦ 小なり記号 (<)

✦ 右カッコ  ())

✦ 右角カッコ  (])

✦ ご使用のインス トール環境に必要なその他すべての文字

これらの文字が存在する場合、 Sterling Integrator はデータを安全にエンコード します。

悪質なスク リプ トの詳細については、 次の記事を参照してください。

✦ CERT Advisory、 Malicious HTML Tags Embedded in Client Web Requests (ク ライアン ト  Web 要
求内に組み込まれた悪意の HTML タグ)。 CERT Web サイ トで参照できます。

✦ CERT Advisory、Frequently Asked Questions About Malicious Web Scripts Redirected by Web Sites 
(Web でリダイレク ト される悪意あるウェブスク リプ トに関するよ くある質問とその回答)。
CERT Web サイ トで参照できます。

データベース接続プロパテ ィ の設定

データベース  プロパティはインス トール時に設定されます。 これらは 
install_dir/properties/jdbc.properties ファ イルに入り ます。

メモ : 必要なファイルに変更を加えた後、 リ ソース  jar (および EAR) を再構築します。

データベース接続プーリ ングを有効にするには、 プールを作成し、 JNDI のデータ  ソース  エン

ト リ を設定し、 これをデータソース名に指定します。 他のアプリ ケーシ ョ ン  サーバーによって

使用される接続プーリ ングについては、 ベンダーのマニュアルで接続プーリ ングについて参照
してください。

データ  マイグレータ  プロパテ ィ の設定

migrator.properties ファイルには、 次のデータ  マイグレータ  ファ イルの場所に関する情報が含ま

れます。

✦ データベースに読み込む入力 XML  

✦ ログ ファイル

✦ 出力エラー メ ッセージ

✦ 出力統計

メモ : 必要なファイルに変更を加えた後、 リ ソース  jar (および EAR) を再構築します。
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migrator.properties ファイルは、 CLASSPATH を介してデータ  マイグレータからアクセス可能で

ある必要があ り ます。 したがって、 CLASSPATH には migrator.properties ファ イルを解決するた

めに install_dir ディ レク ト リが含まれている必要があ り ます。

LDAP ユーザー認証のためのプロパテ ィ

このセクシ ョ ンは、 読者が LDAP サーバーの仕組みを理解しているこ とを前提と しています。

Sterling Commerce では、 LDAP テク ノ ロジについて次の文書をお読みいただく こ とをお勧めし

ています。

✦ W. Yeong, T. Howes, and S. Kille, RFC 1777 - Lightweight Directory Access Protocol. March 1995. 
http://rfc.sunsite.dk からアクセスできます。

✦ Mark Wilcox, Implementing LDAP. Wrox Press, 1999. 

デフォルトでは、 すべての認証は Sterling Integrator データベースを照会して実行されます。

ユーザーがログイン ID およびパスワードを入力する と、 データベースに保存されているログイ

ン ID とパスワード と照らし合わせて検証されます。 これには、 各ユーザーのログイン  ID およ

びパスワードを設定するため、 Sterling Integrator の管理者権限が必要です。

別の方式と して、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンソールは LDAP ベースのユーザー認証をサポート して

います。 認証に LDAP サーバーを使用するこ とができます。 LDAP を使用する場合、 ユーザー、

ユーザー グループ、 およびアクセス制御を  Sterling Integrator で設定する必要があ り ます。

Sterling Integrator は LDAP によるパスワードの有効期限もサポート しています。ユーザー認証の

カスタム コードは、 Sterling Integrator 認証メカニズムと連携します。 カスタム  コードに 
ExpireInDays が含まれ、 数値 <X> が指定されている場合、 パスワードのリセッ ト を求める

メ ッセージが Sterling Integrator ホーム ページに表示されます。 マップに ChangePasswordLink 
が含まれる場合、 メ ッセージには指定の場所へのリ ンクが含まれます。 リ ンクをク リ ッ クする
と新しいウ ィンド ウに指定の ChangePasswordLink が表示されます。

プロパテ ィ 説明

yfs.migrator.xml.directory フ ァ ク ト リ  デフ ォル ト のエンテ ィ テ ィ  XML デ ィ レ ク ト リ を 
install_dir/database/FactorySetup/XMLS に設定し ます。

yfs.migrator.error.log.file マイグレータ  エ ラー ログ フ ァ イルの名前を設定し ます。 たと え

ば、 migrator_errors.log のよ う にな り ます。

yfs.migrator.statistics.file マイグレータ統計ログ フ ァ イルの名前を設定し ます。 た と えば、

migrator_statistics.log のよ う にな り ます。

yfs.migrator.log.dir 上記のログ フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 た と えば、

install_dir/logs のよ う にな り ます。 install_dir は Sterling Integrator 
がイ ンス ト ールされているデ ィ レ ク ト リ を意味し ます。
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さまざまな LDAP の実装によって、 パスワード有効期限の処理は異なるため、 サンプルの 
YFSLDAPAuthenticator はある  LDAP 実装の一例と して提供されています。 これは 
install_dir/xapidocs/code_examples ディ レク ト リにあ り ます。

LDAP ベースの認証のプロパティを設定するには、 次の手順に従います。

1. LDAP サーバーをインス トールします (使用している  LDAP サーバーのベンダーのインス

トール手順を参照してください)。

2. JAAS 対応のプロバイダを使用している場合は、 次の行で JAAS 設定ファ イルを作成します。

LDAP

{

  // refer to the JAAS compliant service provider for the login 

     module details.

  <Class Name of the Login Module as specified by the Security 

  provider> required

debug=true;

};

3. 次の表で説明する  LDAP プロパティを指定します。

プロパテ ィ 説明

yfs.properties フ ァ イルで、 コ メ ン ト アウ ト を解除し て次のよ う に指定し ます。

yfs.security.authenticator デフ ォル ト の実装を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ 値を 
com.yantra.yfs.util.YFSLdapAuthenticator に設定し ます。

メ モ: このプロパテ ィ は使用廃止になっています。

yfs.security.ldap.factory デフ ォル ト の実装を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ は 
LDAP コ ンテキス ト  フ ァ ク ト リ  ク ラス名を LDAP サーバーの

設定どお り に指定し ます。 このプロパテ ィ 値を 
com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory に設定し ます。

yfs.security.ldap.url デフ ォル ト の実装を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ は 
LDAP サーバーにアクセスするために使用する URL を指定し ま

す。 た と えば、
yfs.security.ldap.url=ldap://MyServer:800 
などのよ う にな り ます。

yfs.security.ldap.o デフ ォル ト の実装を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ は 
LDAP サーバー設定における Sterling Integrator 組織を指定し

ます。

yfs.security.ldap.ou デフ ォル ト の実装を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ は 
LDAP サーバー設定における Sterling Integrator 組織単位を指定

し ます。

yfs.jaas.loginmodule JAAS を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ 値を LDAP に設

定し ます。
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ログのプロパテ ィ

ログ パラ メータを設定する前に、 log4j ユーティ リ ティについて理解しておく必要があ り ます。

このユーティ リ ティの詳細については、 Apache の Web サイ ト を参照してください。

ログのプロパティを設定するには、 次の手順に従います。

yfs.security.authenticator JAAS を使用し ている場合は、 このプロパテ ィ 値を 
com.yantra.interop.services.security に設定し

ます。

WebLogic startWLS ス ター ト ア ッ プ フ ァ イル

-Djava.security.auth.login.config JAAS および WebLogic を使用し ている場合は、 JAAS 設定

フ ァ イルのフルパスを指定し ます。

コ ン フ ィ ギュ レータ  UI

組織、 組織単位、 およびユーザーの設定 Sterling Integrator にアクセスする必要があるすべてのユーザー

が、 LDAP サーバーに設定されている必要があり ます。 すべて

の Sterling Integrator ユーザーは同じ組織単位に属し ている必要

があり ます。

プロパテ ィ 説明
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1. install_dir/resources/ ディ レク ト リに、 次のコードを含む log4j.custom.xml.in ファイルを作成

します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<!DOCTYPE log4j:configuration SYSTEM "log4j.dtd"> 

<log4j:configuration xmlns:log4j='http://jakarta.apache.org/log4j/'>

     <appender name="ALL" class="org.apache.log4j.ConsoleAppender"> 

         <layout class="org.apache.log4j.PatternLayout"> 

            <param name="ConversionPattern" value="%d:%-7p:%t: %-60m: 
%-25c{1}%n"/> 

      </layout> 

</appender> 

<appender name="ROLLINGFILE_APPENDER" 
class="org.apache.log4j.RollingFileAppender">

      <param name="MaxFileSize" value="2048KB" /> 

      <param name="MaxBackupIndex" value="2" />

      <param name="File" 

value="fullpath and filename of the logfile"> 

<layout class="org.apache.log4j.PatternLayout"> 

        <param name="ConversionPattern" value="%d:%-7p:%t: %-60m: 
%-25c{1}%n"/>    </layout>

   </appender> 

<category name="com.yantra" 

class="com.yantra.yfc.log.YFCLogCategory" additivity="false" > 

<priority class="com.yantra.yfc.log.YFCLogLevel" 

value="INFO" /> 

         <appender-ref ref="ALL" /> 

         <appender-ref ref="ROLLINGFILE_APPENDER" /> 

</category>

 <root> 

<priority class="com.yantra.yfc.log.YFCLogLevel" value="INFO" /> 

<appender-ref ref="ALL" /> 

</root> 

</log4j:configuration>
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2. install_dir/properties/yfs.properties.in を次のよ うに変更します。

 log4j.configuration=/resources/log4j.custom.xml

3. install_dir/bin/setupfiles.sh を実行します。

4. install_dir/bin/deployer.sh -t resourcejar を実行します。

5. JBoss、 WebLogic、 または WebSphere をアプリ ケーシ ョ ン サーバーと して使用している場合

は、 EAR を再構築します。

プロパテ ィ 説明

log4j 設定 XML フ ァ イル

<root> エレ メ ン ト の 
<priority> サブエレ メ ン ト

目的のログ レベルを指定し ます。 Sterling Commerce では、 この属性の値を 
ERROR に設定する こ と をお勧めし ます。

ログ レベルの有効な値を次に示し ます。

ERRORDTL
ERROR
WARN
INFO
TIMER
SQLDEBUG
DEBUG
VERBOSE

<appender> サブエレ メ ン ト  この属性は、 ルー ト  レベルで関連付けられた名前と ク ラス属性を指定し ます。

有効な log4j アペンダ ク ラスを選択し ます。

各サブエレメ ント は、 <layout> サブエレメ ント を使っ てメ ッ セージのレイ アウ

ト を指定し 、 <filter> サブエレメ ント を使っ てレベルをフ ィ ルタ するこ と も でき

ます。

Sterling Commerce では、 使用するアペンダの下でログ フ ァ イルの絶対パスを

ハー ド コー ド するのではな く 、 log4jconfig.xml で ${LOG_DIRECTORY} パ
ラ メ ータ を使用し て 
-DLOG_DIRECTORY=<application_log_directory>/<logFile
Name> オプシ ョ ンで JVM を呼び出すこ と をお勧めし ています。

yfs.properties フ ァ イル

log4j.configuration log4j XML フ ァ イ ルへのパスを指定し ます。 たと えば、

log4j.configuration=/resources/MyLog4J.xml のよう になり

ます。
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イ ンテグレーシ ョ ン サーバーおよびエージ ェ ン ト  サーバーの
プロパテ ィ

このセクシ ョ ンでは、 インテグレーシ ョ ン  サーバーまたはエージェン ト  サーバー用のプロパ

ティを設定する方法について説明します。

メモ : エージェン ト  サーバーは接続プーリ ングを使用せず、 代わりに、 各スレッ ドに対して 
1 つの接続を使って内部的に接続を管理します。 必要なプロパティは前述の方法で設定

できます。

プロパテ ィ 説明

yfs.properties フ ァ イル

yfs.context.timeout このプロパテ ィ で、 プールされた接続が使用されない状態が続いた後、 イ ン
ターオペラ ビ リ テ ィ  

エージ ェ ン ト によ って接続が終了されるまでの秒数を設定し ます。

デフ ォル ト 値は 600 秒です。

yfs.context.reaptime このプロパテ ィ で、 接続リーパー スレ ッ ドが接続プールから終了する

必要がある接続を調査する頻度 (秒) を

指定し ます。 終了する必要がある とい う判断の基準は

yfs.context.timeout プロパテ ィ です。

デフ ォル ト 値は 600 秒です。

management.properties フ ァ イル

yfs.remote.pingtime このプロパテ ィ で、 イ ンテグレーシ ョ ン サーバーまたはエージ ェ ン ト  サー

バーがリ モー ト  マネージャから ラ イブ接続をポーリ ングするまでの時間 (秒) 
を設定し ます。 最小値 (およびデフ ォル ト 値) は 600 秒です。

yfs.remote.reconnecttime こ のプロパティ で、 イ ンテグレーショ ン  サーバーまたはエージェ ント  サー

バーが、 リ モート  マネージャ と の初期接続が切断さ れた場合に再接続を試み

るまでの時間 (秒) を設定し ます。 最小値 (およびデフ ォ ルト 値) は 600 秒です。

コ ン フ ィ ギュ レータ  UI

ト ラ ンザクシ ョ ン とサービス イ ンテグレーシ ョ ン サーバーがメ ッ セージを処理する方法を指定し ます。
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第 6 章

ユーテ ィ リ テ ィ の設定

Sterling Integrator にはサンプルのスク リプ ト  ファ イル (UNIX は .sh、 Windows は .cmd) があ り、

この章で説明する手順に従ってカスタマイズする必要があ り ます。

この章では、 Sterling Integrator で提供されるすべてのユーティ リ ティについて、 ユーザーが使用

する と思われる順序に従って説明しています。 こ こでは、 ほとんどの、 またはすべてのユー
ティ リ ティに適用できる一般的なカスタマイズ方法について説明しています。 それぞれのユー
ティ リ ティに特定した詳細についても、 このマニュアルの中で適宜説明しています。

ユーテ ィ リ テ ィ のイ ンス ト ール

メモ : UNIX では、 install_dir/bin/ ディ レク ト リにあるすべてのユーティ リ ティのアクセス権を  
755 に設定する必要があ り ます。

インス トール ユーティ リ ティは Sterling Integrator をインス トールします。 これらのユーティ リ

ティは、 install_dir/bin ディ レク ト リにあ り ます。 Sterling Integrator のさまざまな設定をインス

トールするために使用するユーティ リ ティの一部を次に示します。

✦ loadDefaults

このユーティ リ ティは、 「ファ ク ト リ  デフォルト 」 と呼ばれる標準のインス トール データ

ベース設定を読み込みます。

✦ dbverify

このユーティ リ ティはデータベース設定とエンティティ  XML ファ イル間で変更を検証し

ます。
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Sterling Integrator データベースのフ ァ ク ト リ  デフ ォル ト の読み込み

 Sterling Integrator データベースのファ ク ト リ  デフォルト を読み込むには、 次の手順に従います。

1. 使用しているオペレーティング システムに対応したスク リプ ト を使ってデフォルト を読み

込みます。 コマンド ラ インから  loadDefaults.sh (UNIX と  LINUX) または 
loadDefaults.cmd (Windows) を実行し、 インス トーラーの絶対ファイル パスを渡します。

loadDefaults.sh 
install_dir/installed_data/platform/factorysetup/installer.xml

メモ : ファ ク ト リ  デフォルトのインス トールが完了する前に停止された場合は、

installer.xml.restart という名前のファイルが作成されます。 このファ イルには、 インス

トールが停止した位置が記録され、 次回にファ ク ト リ  デフォルト をインス トールする際

にこのファ イルが使用されます。

データベースの検証

Sterling Integrator には、 データベース  スキーマの整合性を確保するために、 データベースの検

証および修正ツールが提供されています。 データベース検証ツールをセッ ト  アップするには、

次の手順に従います。

1. コマンド ラインから、 dbverify.sh または dbverify.cmd スク リプ ト を実行し、 次のよ う

にして userID と  password パラ メータを渡します。

dbverify.sh/cmd userId password

メモ: Oracle を使用している場合は、 yfs.tables.sql ファ イルを変更して新し く作成したテーブ

ルスペースが参照されるよ うにして ください。

2. データベースの検証時にサードパーティのテーブルが無視されるよ うにするには、
install_dir/bin フォルダに入っている  dbverify.sh (Windows の場合は .cmd) スク リプ ト を修

正します。

次の例で指定されているよ うに、 -DIgnore3rdPartyTables=Y パラ メータを追加します。

サードパーティのテーブルは Sterling Integrator のエンティティ  XML または拡張 XML ファ

イルの中で定義されていません。 たとえば次のよ うにな り ます。

%JAVA_HOME%\bin\java -DIgnore3rdPartyTables=Y 
com.yantra.tools.dbverify.DbVerifyCommandLine -b %INSTALL% -u %USERNAME% -p 
%PASSWD% -d %DRIVER% -url %URL% -g Y -DT 
%INSTALL%/template/api/YFSDataTypes.xml

メモ: データベースにカスタム テーブルまたはサードパーティのテーブルが存在し、

dbverify.sh (Windows の場合は .cmd) スク リプ トの実行中に例外が発生した場合は、 この

パラ メータを使ってカスタム  テーブルまたはサードパーティ  テーブルが無視されるよ うに

設定してください。

メモ: Oracle でテキス ト検索インデッ クス  タイプを ctxcat から  context またはその逆に変更し

た場合、 更新された create および drop SQL スク リプ トは EFrame_TextIndexUpdates.sql ファ

イルにあ り ます。
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3. エンティ ティ  XML と データベースの差異は SQL スク リ プト の形式で生成され、 これをデー

タベースに対して実行するこ と で差異を修正できます。 次のスク リ プト が生成されます。

EFrame_Sequence.sql - このスク リプ トは作成が必要なすべてのシーケンスを作成し

ます。

メモ: MS SQL Server 2000/2005 データベースを使用している場合、 dbverify コマンドを実行

しても  EFrame_Sequence.sql は作成されません。

メモ: 列のサイズを縮小する場合、 EFrame_TableAlters.sql の SQL ステート メン トでは

なく、 EFrame_TableDrops.sql にコ メン トがログされます。

EFrame_TableChanges.sql - このスク リプ トには、 データベース  スキーマに適用する

必要があるテーブル列の差異がすべて含まれます。 このファイルを修正してお使いの
テーブルスペースが参照されるよ うにします。

EFrame_TableDrops.sql - このスク リプ トはデータベースにある余分なテーブルを削除

します。

EFrame_IndexAdds.sql - このスク リプ トは、 データベースに作成する必要があるすべ

てのインデッ クスを追加します。 このファ イルを修正してお使いのテーブルスペースが
参照されるよ うにします。

EFrame_IndexDrops.sql - このスク リプ トはデータベースにある余分なインデッ クスを

削除します。

EFrame_TextIndexAdds.sql - このスク リプ トは、 データベースに作成する必要がある

新しいテキス ト検索インデッ クスを追加します。

EFrame_TextIndexDrops.sql - このスク リプ トはデータベースからテキス ト検索イン

デッ クスを削除します。

EFrame_TextIndexModify.sql - このスク リプ トはデータベースのテキス ト検索イン

デッ クスを更新します。

EFrame_TextIndexUpdates.sql - このスク リプ トには、 データベース  スキーマに適用

する必要がある、 テキス ト検索インデッ クスに関連する差異がすべて含まれます。

4. install_dir/database/scripts/dbtype/ImportExport_View.sql および Interop_Views.sql スク リプ ト を

手動で実行します。使用している  DBMS に応じてdbtype は mySQL DB2、 Oracle、 SQL server 
2000、 または SQL server 2005 のいずれかになり ます。

たとえば、 インデッ クスが関連付けられている列 [varchar2(20) to varchar2(40)] のデータタイ

プのサイズに不整合がある場合、 DBVerify ツールは次の目的の SQL ステート メン ト を生成

します。

インデッ クスのド ロ ップ

列のデータタイプのサイズの変更

新しいインデッ クスの作成
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上記の 3 つすべての SQL ステート メン トは異なる  *.sql ファ イルに作成されます。

適切な *.sql ファ イルを次のよ うにして適切な順序で実行する必要があ り ます。

a. インデッ クスをド ロ ップする  EFrame_IndexDrops.sql を実行します。

b. 列のデータタイプのサイズを変更する  EFrame_TableChanges.sql を実行します。

c. 新しいインデッ クスを作成する  EFrame_IndexAdds.sql を実行します。

SQL ステート メン ト を上記の手順で実行しないと、 スク リプ トが失敗します。

開発ユーテ ィ リ テ ィ

開発ユーティ リ ティ を使用して、 ビジネス  ニーズに合わせて Sterling Integrator をカスタマイズ

できます。 これらのユーティ リ ティは、 Sterling Integrator を開発モードで実行する際に使用し

ます。

設定導入ツール によ り、 開発環境から本番環境に設定データを移行できます。 このツールは、

通常の毎日の操作の一環と して変更が加わったデータを移行する目的で設計されています。

設定導入ツール はアップグレード後の設定データの導入に使用できますが、 データ  アップグ

レード操作そのものを実行するために使用するこ とはできません。

ラ ン タ イム ユーテ ィ リ テ ィ

これらのユーティ リ ティは、 バッ クグラウンドで実行されるプロセスを開始します。 これらの
ユーティ リ ティのセッ ト アップについては、 設定プロパティに関するマニュアルで説明してい
ます。

イ ンテグレーシ ョ ン サーバー

インテグレーシ ョ ン サーバーは、 外部システムへのメ ッセージや外部システムからのメ ッセー

ジなど、 非同期のサービスを管理するプロセスです。 インテグレーシ ョ ン  サーバーは 
install_dir/bin/startIntegrationServer スク リプ ト を使って実行できます。

Sterling Supply Chain Applications Integration Server は、 すべてのシステムで統一された標準のイ

ンターフェイスによって Sterling Supply Chain Applications が異なるシステム、組織、 ビジネスに

対応できるよ うにします。 Sterling Supply Chain Applications Integration Server は、 アプリ ケー

シ ョ ン サーバーとは別の独自の Java 仮想マシン (JVM: Java Virtual Machine) 環境で実行します。

startIntegerationServer.sh スク リプ トは、 時間で ト リガされる ト ランザクシ ョ ン  (エー

ジェン ト ) によって生成される ト ランザクシ ョ ンの処理を行うプロセスも開始します。

install_dir/bin/agentserver.sh <server_name> スク リプ ト を必要なだけ使用するこ とで、

エージェン ト  サーバーの複数のインスタンスを開始できます。
Sterling Commerce, Inc. 76



ラ ン タ イム ユーテ ィ リ テ ィ
エージ ェ ン ト  ト リ ガ

ト リ ガ エージェン ト  ユーティ リ ティは、 時間で ト リガされる ト ランザクシ ョ ンのスケジュール

設定に使用されます。

エージェント 条件属性は、 Real-time Availability Monitor においてのみオーバーライド できます。

オーバーライド 機能がある  Real-time Availability Monitor をト リ ガするコマンド は次のと おり です。

triggeragent.sh <criteriaID> -<AgentCriteriaAttribute> <OverriddenValue>

このオーバーライド を有効にするには、 次のよう にして  triggeragent.cmd (または .sh) ファ イルの 
java ク ラスに追加的なパラメ ータと して  AgentCriteriaAttribute および OverriddenValue を渡します。

java com.yantra.ycp.agent.server.YCPAgentTrigger -criteria %*

したがって、 次のコマンドを起動する と、 すべての値が java ク ラスに渡されます。

triggerAgent CustomCriteria -MyOverriddenParam DynamicValue

すべての値は java ク ラスに渡されます。

ただし、 java ク ラスに渡されるパラ メータの修正はデフォルトの triggeragent.cmd (または .sh) 
ファ イルにはしないでください。 triggeragent.cmd (または .sh) からコピーして名前を変更した

ファ イルにこれらの変更を行ってください。 また、 エージェン ト条件 XML コードでは、

AllowedOverriddenCriteria フラグを  Y に設定する必要があ り ます。

ラ ン タ イム ユーテ ィ リ テ ィ のク ラスパスのセ ッ ト  ア ッ プ

次のガイ ド ラインに従って、 startIntegrationServer、 agentServer、 triggerAgent スク リプ トの 
CLASSPATH をセッ ト  アップします。

✦ 次のファイルを含める必要があ り ます。 log4j-1.2.11.jar、 *be.jar、 activation.jar、 bsf.jar、
bsfengines.jar、 mail.jar、 yantrashared.jar、 xalan.jar、 xercesImpl.jar、 xml-apis.jar、 comm.jar、
commons-collections-3.1.jar、 commons-pool-1.2.jar、 yantrautil.jar、 NetComponents-1.3.8.jar、
およびお使いのデータベースに適切なド ライバ jar ファ イル。

メモ: yfcbe.jar ファ イルおよび ycpbe.jar ファ イルが、他の *.be jar ファ イルよ り も前に追加さ

れるよ うにします。 dbextn.jar ファイルを使用している場合、 yantrashared.jar ファ イルよ り も

前に追加する必要があ り ます。

✦ WebLogic、 WebSphere MQ、 または JBoss を使用している場合、 対応する  JAR ファ イルおよ
びパッチを含めます。

WebLogic with WebSphere MQ JMS を使用している場合、 次のファイルを含めます。

weblogic.jar 

com.ibm.mq.jar 

com.ibm.mqjms.jar 

connector.jar 

jms.jar、 jta.jar 
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fscontext.jar 

providerutil.jar

WebSphere を使用している場合、 次のガイ ド ラ インに従います。

WebSphere MQ は次を含めます。

$(MQ_HOME)/lib/com.ibm.mqbind.jar

次を含む WebSphere MQ および IIOP プロバイダ URL。

namingclient.jar、 runtime.jar、 com.ibm.mq.jar、 com.ibm.mqjms.jar、 connector.jar、 jms.jar

次を含む WebSphere MQ およびファイル プロバイダ URL。

naming.jar、 runtime.jar、 messaging.jar、 fscontext.jar、 providerutil.jar、 com.ibm.mq.jar、
com.ibm.mqjms.jar、 connector.jar、 jms.jar、 jta.jar

次を含める  WebSphere MQ パス。

- ${WAS_HOME}/lib/naming.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/ras.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/wsexception.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/bootstrap.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/emf.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/ecutils.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/iwsorb.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/namingclient.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/runtime.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/idl.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/ffdc.jar 
- ${WAS_HOME}/lib/utils.jar 
- ${WAS_HOME}/properties 
- ${WAS_HOME}/lib/messaging.jar 
- $(WAS_HOME)/lib/j2ee.jar

JBoss JMS を使用している場合、 次のファイルを含めます。

${JBOSS_HOME}/lib/naming.jar 

${JBOSS_HOME}/lib/ras.jar 

${JBOSS_HOME}/lib/wsexception.jar 

${JBOSS_HOME}/lib/bootstrap.jar 

${JBOSS_HOME}/lib/emf.jar 

${JBOSS_HOME}/lib/ecutils.jar 
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✦ 次は含めないでください。 *ui.jar。

✦ カスタム Java ク ラス  (ユーザー エグジッ ト 、 イベン ト  ハンド ラなど) を開発している場合、
install_dir/Applications/Foundation/extn/ ディ レク ト リ内の JAR ファ イルにアーカイブし、 こ
の JAR ファイルを指定します。

✦ データベースの拡張を計画している場合、 パージ エージェン トによるカスタム  レコードお
よびハングオフ  レコードのパージを円滑にするため、 CLASSPATH のはじめに yfsdbextn.jar 
を置く必要があ り ます。

✦ インテグレーシ ョ ン サーバーまたはエージェン ト  サーバーが IBM JDK1.5.0.* で実行してい
る場合、 BOOTCLASSPATH に xercesImpl.jar、 xml-apis.jar、 xalan.jar ファ イルを付け加えま
す。 たとえば、 UNIX の場合 CLASSPATH は次のよ うにな り ます。

BOOTCLASSPATH="-Xbootclasspath/p:<YFS_HOME>/lib/xercesImpl.jar:<YFS_HOME>/
lib/xml-apis.jar:<YFS_HOME>/lib/xalan.jar"

<YFS_HOME> は install_dir/Runtime ディ レク ト リ を意味します。
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付録 A

英語以外の環境での Sterling Integrator の設定

Sterling Integrator は、 次のプラ ッ ト フォームの英語の環境と、 英語以外の環境にインス トールで

きます。

✦ UNIX または Linux
✦ Windows
✦ iSeries

使用している環境のロケールに合わせて Sterling Integrator を設定するには、 システム設定を数

箇所変更します。

このセクシ ョ ンは、 次の ト ピッ クで構成されています。

✦ 80 ページの 「言語パッ クのインス トール」

✦ 81 ページの 「Sterling Integrator 言語パッ クのファ ク ト リ  デフォルトの読み込み」

✦ 82 ページの 「Sterling Integrator のエンコーディングの設定」

✦ 84 ページの 「ロケールの設定」

この章では、 Sterling Integrator 言語パッ クのインス トール方法、 ファ ク ト リ  デフォルトの読み

込み方法、 インポート  モードの確認方法についても説明します。

言語パッ クのイ ンス ト ール

Sterling Integrator でサポート されるオペレーティング システムへのインス トール手順を説明し

ます。

メモ : 言語パッ クをインス トールする前に、 Sterling Integrator が正常にインス トールされている

こ とを確認してください。
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Sterling Integrator 言語パッ クのフ ァ ク ト リ  デフ ォル ト の読み込み
UNIX または LINUX へのイ ンス ト ール

UNIX または LINUX に Sterling Integrator 言語パッ クをインス トールするには、入手した言語 CD 
を CD-ROM ド ラ イブに挿入し、次の手順に従って使用している  UNIX オペレーティング システ

ムに適切なディ レク ト リ を開きます。

✦ AIX を使用している場合、 AIX ディ レク ト リ を開いて  ./setup.bin コマンド を実行します。

✦ HP-UX を使用している場合、 HP ディ レク ト リ を開いて  ./setup.bin コマンド を実行します。

✦ Solaris を使用している場合、 Sun ディ レク ト リ を開いて  ./setup.bin コマンド を実行します。

✦ RedHat Linux を使用している場合、 Linux ディ レク ト リ を開いて ./setup.bin コマンドを
実行します。

Windows へのイ ンス ト ール

Windows に Sterling Integrator 言語パッ クをインス トールするには、 Sterling Commerce から入手

した言語 CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し、Win ディ レク ト リ を開いて ./setup.exe コマンド

を実行します。

リ モー ト  コ ンピ ュータへのイ ンス ト ール

Sterling Integrator 言語パッ クを リモート  コンピュータにインス トールする場合、 サポート され

ているすべての UNIX リモート  サーバーに Sterling Integrator 言語パッ クをインス トールできま

す。 Sterling Integrator 言語パッ クを Windows リモート  サーバーにインス トールするこ とはでき

ません。

Sterling Commerce から言語 CD を入手した場合は、 CD-ROM の適切なオペレーティング システ

ム用のディ レク ト リから リモート  UNIX サーバーに setup.bin ファ イルを  FTP 転送します。

Sterling Integrator 言語パッ クのフ ァ ク ト リ  デフ ォル ト の
読み込み

それぞれの言語に固有のファ ク ト リ  デフォルト を読み込むには、 install_dir/bin directory ディ レ

ク ト リに入っている  loadDefaults.sh スク リプ ト  (UNIX または LINUX) または 
loadDefaults.cmd スク リプ ト  (Windows) を実行し、 そのロケールに固有のインス トーラ  ファ イル

を渡します。 その例を次に示します。

loadDefaults.cmd install_dir/database/FactorySetup/install/ 
<language>_<country>_locale_installer.xml

CD に付属しているデフォルトのロケールは ja_JP です。
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Sterling Integrator 言語パッ クの ト ラ ンスレーシ ョ ンの読み込み

Sterling Integrator 言語パッ クのファ ク ト リ  デフォルト を読み込む前に、 データベース層ソフ ト

ウェアの章で説明したすべての手順を正常に完了している必要があ り ます。

カスタム ローカ リゼーシ ョ ン リ テラルで言語パッ クの ト ランスレーシ ョ ンを読み込むには、

install_dir/bin ディ レク ト リから  IMPORT モードで LocalizedStringReconciler ツールを次のよ うに

実行します。

ant -f localizedstringreconciler.xml  import 
-Dsrc=install_dir/database/FactorySetup/XMLS

このツールは、 まず install_dir/database/FactorySetup/XMLS/<language>_<country> ディ レク ト リ

に存在する  
<from_language>_<from_country>_ycplocalizedstrings_<to_language>_<to_country>.properties ファ イ

ルで指定されている値をデータベースに挿入します。

メモ : 通貨、 時刻形式、 日付などのロケール設定が正しいこ とを確認します。

Sterling Integrator の基本言語の切り替え

アプリ ケーシ ョ ン コンフ ィギュレータの基本言語の切り替えは 1 回のみ行う こ とができます。

Sterling Integrator のエン コーデ ィ ングの設定

Java アプリ ケーシ ョ ンの言語設定では、 文字セッ ト とエンコーディングの両方を使用します。

✦ "文字セッ ト " とは、 コンピュータのハードウェアおよびソフ ト ウェアによって認識される
文字 (文字、 数字、 #、 $、 & などの記号) の集合のこ とです。

✦ "エンコーディング" とは、 特定の文字セッ トでのデータの表示方法のこ とです。 "エンコー
ディング セッ ト " とはエンコーディングの集ま りです。

基本および拡張エンコーディング セッ トの詳細については、 Java の Web サイ ト を参照して

ください。

Sterling Integrator のデフォルトのエンコーディングは UTF-8 (8-bit Unicode Transformation Format) 
です。

Sterling Integrator には、 サポート されるエンコーディング セッ トが格納された、 次の 2 つのプ

ロパティ  ファ イルが用意されています。 これらのプロパティ  ファ イルは install_dir/properties 
ディ レク ト リにあ り ます。

✦ encodings.properties - Sterling Integrator インターフェイスで使用される、 デフォルトのエン
コーディング セッ トが格納されています。

✦ encodings_large.properties - サポート されているすべてのエンコーディング セッ トが格納され
ています。
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Sterling Integrator のエン コーデ ィ ングの設定
Sterling Integrator のデフォルトのエンコーディング セッ トには、 次のエンコーディングが含ま

れています。

✦ UTF-8
✦ IS0-8859-1
✦ ISO-8859-5
✦ US-ASCII
✦ ISO_8859-1
✦ EUC-JP
✦ UTF-16
✦ ISO-2022-JP

ただし、 encoding.properties ファイルに格納されているセッ ト以外のエンコーディングも使用で

きます。 Sterling Integrator では、 encodings.properties の設定を変更するこ とによ り、 使用できる

エンコーディングの数を増やすこ とができます。

エンコーディング セッ ト を設定するには、 次の手順に従います。

1. Sterling Integrator を停止し、 シャ ッ ト ダウンが完了するのを待ちます。

2. install_dir/properties ディ レク ト リに移動します。

3. encodings_large.properties ファ イルを開きます。 encodings.properties ファ イルに追加するエン

コーディングを選択します。

4. encodings.properties.in ファ イルを開きます。

5. encodings_large.properties ファ イルで選択したエンコーディングを、 encodings.properties.in 
ファ イルの最後に追加します。 あるファイルのエンコーディングを他のファイルに追加す
る と きは、 まず、 encodings_large.properties に表示されている とおりにそのエンコーディン

グをコピーします。 新しいエンコーディングを追加した後で、 インデッ クス番号が連続し
ているこ とを確認します。 インデッ クス番号が連続していない場合は、 必要に応じてイン
デッ クス番号を変更します。 たとえば、 encoding6 の後に、 encoding54 は使用できませ

ん。 この場合、 encoding54 を encoding7 に変更します。

定義内の最初の名前 (コンマの前) は、 Sterling Integrator ユーザー インターフェイスで表示さ

れる名前です。 この名前は、 より わかり やすい名前に変更できます。 その例を次に示します。

encoding4 = 819,ISO8859_1

は次のよ うに変更できます。

encoding4 = WesternEurope,ISO8859_1

ISO8859_1 は Java 標準名で、 変更はできません。
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6. encodings.properties.in ファ イルの最初の行 (numberof) を更新します。 numberof を、 ファ イル

に追加したエンコーディングの数に変更します。 たとえば、 現在の値が numberof = 6 だと し

ます。 この場合、 5 つの新しいエンコーディングを追加する と、 新しい値は numberof = 11 
になり ます。

numberof は、 ファイル内のエンコーディングの総数を表します。 numberof を更新して、 追

加したエンコーディングが確実にユーザー インターフェイスに表示されるよ うにする必要

があ り ます。

7. install_dir/bin ディ レク ト リに移動します。

8. setupfiles.sh スク リプ ト または setupfiles.cmd スク リプ ト  (Windows のみ) を実行し

ます。

9. Sterling Integrator を起動します。

ロケールの設定

Sterling Integrator は、 Java を実行できるすべてのロケールで実行できます。 Sterling Integrator を
デフォルト以外のロケールで実行するには、 使用するロケールに合わせて環境を設定します。

メモ : オペレーティング システムで英語以外の環境を設定する方法については、 オペレーティ

ング システムのマニュアルを参照してください。

UNIX または Linux 環境でロケールを確認および設定するには、 次の手順に従います。

1. 「locale -a」 と入力します。 ロケールのリ ス トが表示されます。

2. 次のよ うに入力して、 ロケールを設定します。

export LANG <locale> 

export LC_ALL <locale> 

たとえば、 Solaris でロケールを日本語に設定する場合は、 次のよ うにな り ます。

LANG ja_JP
LC_ALL ja_JP

メモ : 一部の UNIX シェルでは、 export コマンドの代わりに setenv コマンドを使用する必要が

あ り ます。

Windows 環境でロケールを確認および設定するには、 次の手順に従います。

1. [コン ト ロール パネル] > [地域のオプシ ョ ン] > [全般] タブを選択します。

2. [ロケール (国または地域)] リ ス トから、 言語と国または地域を選択します。

3. [既定値に設定] をク リ ッ ク し、 [システム  ロケールの選択] リ スト からロケールを選択します。
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